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はじめに

志木市教育委員会

教育長尾崎健市

ここに刊行する 『城山遺跡第 76地点埋蔵文化財発掘調査報告書』は、平成 24年度に受託

事業として、教育委員会が発掘調査を実施した成果をまとめたものです。

城山遺跡については、今までの調査成果から、旧石器時代から縄文時代、弥生時代、古墳時代、

奈良・平安時代、中世・近世までの幅広い時代にわたる複合遺跡であることが判明しています。

遺跡内には、市指定文化財の「城山貝塚」、大石信濃守の居城跡と考えられる「柏の城」を

はじめ、市内最古の土器群に位置付けられる「爪形文系土器」が発見されるなど、注目を浴

びています。

さて、今回報告する第 76地点の調査内容ですが、縄文時代の炉穴 3基、弥生時代後期から

古墳時代前期の住居跡 2軒、古墳時代後期の住居跡 2軒、平安時代以降の土坑 6基、掘立柱

建築遺構 2棟、そして柱穴が多数見つかりました。遺物は縄文時代の土器、弥生時代後期か

ら古墳時代前期の土器、古墳時代後期の土師器、平安時代の須恵器、中世以降の妬器、 青磁、

銭貨などが出土しました。特に、銭貨が土坑の中から計 8枚出土しており、銭貨が出土した

土坑はお墓であった可能性が指摘されます。

このような貴重な成果が得られ、志木市の歴史にまた新たな 1ページを追加することがで

きました。今後もこうした新発見が、郷土の歴史研究に、ひいては幅広い学術研究に役立て

られることを切に願うものです。

最後になりましたが、今回の発掘調査にあたっては、志木市立志木第三小学校の敷地内で

あり、林 八洲夫校長先生をはじめ、多くの先生方にご理解とご協力を賜りました。また、

生徒を対象とした現地説明会の開催についても、快く受け入れてくださいました。心から御

礼申し上げます。



例日�  

1.本書は、平成� 24年度に発掘調査を実施した、埼主県志木市に所在する城山遺跡第� 76地点の発掘

調査報告書である。� 

2. 発掘調査は、災害用トイレ設置に伴う記録保存のための発掘調査として、工事主体者である志木市

から委託を受け、志木市教育委員会が調査主体者として実施した。� 

3. 発掘調査は平成� 24年� 4月� 26日から� 5月� 24日まで行い、整理作業・報告書作成は平成� 24年8月� 

6日から平成� 25年3月� 31日まで、埋蔵文化財発掘調査支援協同組合柏事務所で、行った。� 

4. 本書は尾形則敏・大久保聡が監修し、編集は埋蔵文化財発掘調査支援協同組合白崎智隆が行った。

執筆は第� 1章を尾形則敏、第� 2章を大久保聡、それ以外を白崎智隆が担当した。� 

5.表土剥ぎ作業及び埋戻し作業については、株式会社大塚屋商屈に委託した。� 

6. 自然化学分析については、貝類種同定を園翠院大学研究開発推進機構阿部常樹氏に、炭化種実 ・

炭化材樹種同定を株式会社パレオ・ラボに委託した。� 

7.本報告に係る出土品及び記録図面・ 写真等は、志木市立埋蔵文化財保管センターに一括して保管し

ている O 

8.調査組織は以下の通りである。

【志木市教育委員会組織】

調査主体者 志木市教育委員会

教育長�  白砂正明(平成� 20年� 4月~平成� 24年� 6月)

!! 尾崎健市(平成 24 年 7 月~)

教育政策部長 丸山秀 幸 (平成 24年� 4月~平成� 24年9月)

教育政策部次長 菊原龍治(平成 24 年 10 月~)

生涯学習課長 谷口 敬(平成 24 年 4 月~)

生涯学習課副課長 松井俊之(平成 23 年 1 月~)

生涯学習課 主 査 尾形則敏(平成 21 年 4 月~)

生涯学習課専任主査 武井香代子(平成 24 年 4 月~)

生涯学習課主任 松永真知[-(平成 22 年 4 月~)

生涯 学 習課主事 徳留彰紀(平成 22 年 4 月~)

生涯学習課主事補 大久保聡(平成 24 年 4 月~)

志木市文化財保護審議会 井上園夫(会長)

高橋 長 次・高橋 豊 ・上野守 嘉 ・深瀬 克(委員� )

【埋蔵文化財発掘調査支援協同組合】

代表理事 杉山博

副 理 事長 崎川修

専務理事 保坂邦之

調査研究 員 白崎智隆



9. 発掘作業及び整理作業参加者

。発掘作業

調 査 担 当 者 尾 形 則 敏 ・ 徳留彰紀・大久保聡

調 査員 深井恵 子

調査補助 員 星野恵美子・鈴木浩子

発掘協力 員 江口美智子・大橋康弘・林ゆき子・松浦恵 子 ・村田浩美

重機オペレータ 田中 三 二(株式会社大塚尾商庖) 

O整理作業

主任担 当 者 白崎智隆(埋蔵文化財発掘調査支援協同組合)

整理協力 員 秋元智 子 ・鈴木由香里・田中美代子 

10.発掘作業及び整理作業・報告書刊行作業には、以下の諸機関・諸氏のご教示 ・ご援助を賜った。

記して感謝する次第である(敬称略)。

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課・(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団・埼玉県立埋蔵文

化財センター・朝霞市教育委員会・朝霞市博物館・新座市教育委員会・和光市教育委員会 ・富士見市

教育委員会・富士見市立水子貝塚資料館・志木市立志木第三小学校

石井龍太・井上哲朗・江原 順・小川勝和・小野正敏・加藤秀之・川畑隼人・

隈本健介・小出輝雄・斉藤 純・粛藤欣延・斯波 治・渋谷寛子・須賀博子・

鈴 木 一 郎・照林敏郎・中岡貴裕・永井智教・野沢 均・早坂虞人・堀 善 之・

前田秀則・松本富雄・峰村 篤・柳井 章 宏・山田尚友・山本 龍・領塚正浩・

和田晋治・渡辺邦仁  

11.本報告に係る文化財保護法に基づく各種届出等及び指示通知については下記のとおりである。

。周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について(通知) /平成  24年 5月 24日付け 教生

文第 5-97号

。埋蔵物の文化財認定について /平成 24年 11月 14日付け 教生文第 7-143号



凡例  

1.本報告書で使用した地図は以下のとおりである。

第 l図 1 : 10，000 I志木市全図」アジア航視Ij株式会社調製

第 2図 1 : 2，500ゼンリン電子住宅地図デジタウン「埼玉県志木市」平成 15年 8月発行

株式会社ゼンリン 

2. 挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。 

3. 遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。 

4. ピット・掘り込み内の数値は、床面もしくは確認面からの深さを示し、単位は cmで、ある。また、同

一遺構内にあるピットでも、おそらく後世のピットと思われるものには、数値を省略した。 

5.遺構挿図版中のドットは遺物出土位置を示すが、遺物が密集する場合は個体別にドットマークを換

えて表示した。番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する O 

6.遺構挿図版中のスクリーントーンについては、各挿図版内にその内容を示したが、遺物挿図版中の

スクリーントーンは、土器の赤彩範囲を示す。 

7. 遺構の略記号は、以下のとおりである O 

y=弥生時代後期~古墳時代初頭の住居跡 H=古墳時代前期・後期の住居跡 

T=掘立柱建築遺構 D=土坑 FP=炉穴 P=ピット
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第� 1節 市域の地形と遺跡

第� 1章遺跡の立地と環境

第� l節市域の地形と遺跡、� 

(1)地理的環境と遺跡分布

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、市域はおおよそ南北�  4.71km、東西�  4.73kmの広がりをもち、

面 積は�  9.06師、人口約�  7万� l千人の自然と文化の調和する都市である。

地理的景 観を眺めて見ると、市域東部の宗 岡地区は、荒川(旧入間川)の形成した沖積低地が拡がり、

市域西部の本町・ 柏 町 ・ 幸 町 地 区 は 、 古 多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。また、市 内

には東部に荒川、中央に古くは舟運で利用 された新河岸川、そして西部から中央に新河岸川と合流する�  

3の11柳瀬) 本の川が流れている。

こうした自然環境の中で、市内遺跡の大部分は、柳瀬、川・新河岸 川右岸 流域の台地縁辺部に帯 状に分
あらやし昔

布している。 遺跡は柳瀬川上流から順に、西原 大塚

にしはらおおつか

遺跡 (7)、新邸遺跡 (8)、中道

なかみち

遺跡(�  5)、城山

しろやま

、の いち ぼ うら た ご やま ふじ まえ おおばら

遺 跡� (3)、中野遺跡  (2)、市場裏 遺跡(15)、因子 山遺跡(1  0)、 富 士 前遺跡 (11)、大原遺跡(16) 
ぱん ぱ しゅく

と名付けられている。また、荒川・新河岸川が形成した沖積低地でも、馬場遺跡(12)、 宿遺跡(14)、

関根兵庫館跡

せき ねひょうごやかたあと

(1  3)のように自然堤防上に存在する遺跡も明らかにされつつあり、将来的には新たな
つか の やま

遺跡が相次いで 発 見 さ れ る 可 能 性 が あ る 。なお、現在市内の遺跡総数は、前述した�  12遺跡に塚ノ山古

墳� (6)、城山貝塚
しろやまかいづか

(9)を加えた 14遺 跡である(第 1図)。� 

No 遺跡名 遺跡の規模 地目 遺跡の積類 遺跡、の時代 主な遺構 主な遺物� 

2 中 野� 63.370rrl 畑・ 宅地 集落跡
l!::l石器、 細I(LT早~晩)、
弥(後)、肯 ~後)、
平、中 ・近� 

石器集中地点、 住居跡、土
坑、井戸跡、溝跡等

石器、縄文・弥生土器、上帥器、� 
須患部、陶磁器等

3 城 叫l 79.280rrl 畑・宅地 城館跡・ 集落跡
|白石器、純� (京Z古、創中(前~ 
晩後)、弥 奈 )、(後・
~1&)、平、

近住

・
石器集中地点、住居跡、上
坑、土坑塾、地下室、井戸
跡、満跡、 柏城跡関連、 鋳
造関連等� 

石器、 縄文・弥生土問、一同市器、� 

須恵、器鋳、陶造磁関器連、土師質土樹、� 
古銭、 遺物等

5 中 道� 50.500rrl 畑・ 宅地 集落跡 ・事跡
I 世縄古tJ石部、 ((早前~後))、
弥(後)、~後、
平、 中・近

跡路居土坑器、石 集方中形地周点溝、墓住、道 坑状、墓遺と、

地構等下式坑、 満跡、� 

石穂、縄文土器、 上師2号、、須年� 
恵器、陶磁器、古銭、人骨

6 塚ノ山古墳� 800rrl 林 古墳つ 占墳? 古墳? なし

7 西原大塚� 163.930叶 畑・宅地 集結跡 ・墓跡
旧有(後器、縄古(前~晩)、
弥 )、 (前・後)、
奈 ・平、中 ・近世

石器集中地点、住居井跡戸、土
坑、方形周溝墓、 跡、
満跡等

石器、縄文・弥生土器、土師器、� 
須恵器、陶磁器、古銭等

8 新� ~B 20.080rrl 畑・ 宅地
貝塚 ・集落跡・

島跡
縄後)(、早中~中・近)、世古、近(前代・

貝塚、住居跡、土坑、方形
周溝墓、井戸跡、溝跡、段
切状追柄、ピット群等� 

石器、貝、縄文 ・弥生上器、� 
士師器、陶磁器、 古銭等

9 城山貝壕� 900rrl 林 貝場 縄� (前) 斜面貝壊 石器、 縄文土器、貝� 

10 因子山� 65.000rrl 畑・宅地 集落跡・ 主主跡 縄(中後・( 草 自IJ~後近)晩代、奈)、 弥
)近、古世、( ・平、

住居跡、 土坑、ム方採形掘・円形
周j待墓、ロー 遺構、
溝跡等� 

縄文 ・弥生土器、化上種師子器等、須
恵2号、陶磁器、炭

11 富� l:iIIJ 7.100rrl 宅地 集結跡 弥(後)~古 (前) 住居跡 弥生土器、土師賠� 

12 馬 場� 2.800叶 畑 集落跡 古� (前) 住居跡� ? セ師器� 

13 関根兵庫館跡� 4.900rrl グラン ド 館 跡 中世 不明 なし� 

14 宿� 7.700rrl 田 館跡 中世 溝跡� .)干桁状構築物 木・石製品� 

15 市場裏� 13.800叶 宅 地 集落跡・ 墨跡 弥中世(以後降) ~ 古 (前)、 住開跡・方形周溝墓 ・士坑 弥生土器、 土師器、土師質t 
2再� 

16 大 原� 1.700rrl 宅 地 不 明 近世以降� ? 構跡 なし� 

jEf3h 百十� 481.860rrl 

平戚� 24年� 12月 28日現在

第� 1表 志木市埋蔵文化財包蔵地一覧



第 1章遺跡、の立地と環境

t・� 
e4

.A

・� 

>l 

，. 

"'0 5 00o0 0・� 
ー
ー

‘，114 ~~ 目見 24 '1: 12月 28 円現在

第� l図 市域の地形と遺跡分布(1/20，000) 

2-



第� 1節 市域の地形と遺跡� 

(2)歴史的環境

次に市内の遺跡を時代順に概観してみることにする。� 

1.旧石器時代

旧石器時代の遺跡は、柳瀬川右岸の中野・城山・中道・西原大塚遺跡で確認されている。

中道遺跡では、昭和� 62 (1987)年の富士見・大原線(現ユリノキ通り)の工事に伴う発掘調査によ

り、立)11ローム層のN層上部・� VI層・� VII層で文化層が確認されており、磯群、石器集中地点が検出され

ている。これにより、黒曜石製のスクレイパーやナイフ形石器、安山岩や凝灰岩の石核や剥片などが発

見されている。

西原大塚遺跡では、西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査により、石器集中地点が検出されてい

る。石器集中地点は、平成� 6 (1994)年度には� 2ケ所、平成� 7 (1995)年度には� lケ所が検出され、

ナイフ形石器・景Ij片などが発見されている。

平成� 11 ~ 14 (1999 ~ 2002)年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第� 49地点からも立川

ローム層の第N層下部から、黒曜石・ 頁岩の石核・剥片が約� 60点出土している。

平成� 13(2001)年に発掘調査が実施された城山遺跡第 42地点では、立川ローム層の第� N層上部と

第四層の� 2ケ所で石器集中地点が確認され、黒曜石・安山岩・チャート・ 頁岩などの扶入石器・剥片な

ど32点が出土している。

平成� 20・21(2009・2010)年度にかけては、城山遺跡第� 62地点の発掘調査が実施され、� lケ所

の石器ブロックが検出されている。

平成� 22 (2010) 年 3 月 ~5 月にかけて発掘調査が実施された城山遺跡第 63 地点では、 5 ヶ所の試

掘坑を設定し調査を実施したところ、立川ローム層の第VI層在中心とする� 3ヶ所の石器集中地点が確認

され、黒曜石の二次加工剥片・石核などが� 20点ほど出土している。� 

2.縄文時代

縄文時代では、西原大塚遺跡を中心に中期後葉の遺跡が集中し、城山貝塚の周辺の城山遺跡からは、

前期末葉(諸磯式期)の住居跡や土器がやや多く検出される傾向にある。

ここでは、時代の推移に従って説明することにする。まず、草創期では、平成� 4 (1992)年に発掘

調査が実施された城山遺跡第� 16地点から爪形文系土器� 1点、平成� 6 (1994)年に発掘調査が実施さ

れた城山遺跡第� 21地点から多縄文系土器� 3点、第� 22地点から爪形文系土器� 1点、平成� 10 (1998) 

年に発掘調査が実施された因子山遺跡第� 51地点から有茎尖頭器� l点が出土している。

早期では、遺構の検出例はまだ少ないが、住居跡として、平成� 18(2007)年に発掘調査が実施され

た中道遺跡第� 65地点で検出された阜期末葉(条痕文系)の� 10号住居跡� 1軒が最古のものと言える。

土器としては、田子山遺跡で撚糸文・沈線文・条痕文系土器が出土しているが、御獄神社を中心とする

東側でやや多く出土する傾向がある。また、富士前・新邸・城山追跡からは、撚糸文系土器が数点出土

し、条痕文系土器は、中野・田子山遺跡では炉穴に伴い出土している。

前期では、西原大塚・新邸遺跡で黒浜式期、城山遺跡、では諸磯式期の住居跡が検出されている。その

うち、新邸遺跡のものは貝層をもっ住居跡である。また、平成� 2ヂR度に市指定文化財に認定された城山

貝塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された斜面貝塚と考えられる。

中期になると遺跡が最も増加する。特に、中期中葉から後葉の勝坂式~加曽利� E式期にはその傾向が� 
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第 1章 遺跡の立地と環境

強くなり、中野・城山・中道・西原大塚・田子山遺跡で住居跡を中心に土坑が検出されている。特に西

原大塚遺跡、では、現時点で 180軒以上の住居跡が環状に配置していることが判明しつつある。中期末

葉からは遺跡が減少し、現在のところ西原大塚遺跡から敷石をもっ住居跡が 1軒確認されるのみである。

後期では、西原大塚遺跡から堀之内式期の住居跡 l軒と加曽利 B式期の住居跡 1軒、遺物集中地点 1

ケ所が検出されている。また、その他の遺構としては、平成 6 (1994)年に発掘調査が実施された田

子山遺跡第 31地点、で、土坑 l基が検出され、下層から称名寺 I式期の土器、上層から E式の特徴をも

っ土器が出土している。西原大塚遺跡第 54地点でも 2基の土坑が検出されている。

晩期では、中野・田子山遺跡から安行 IIIC式・千網式の土器片が少量発見されるにとどまり、以降ni
内では弥生時代後期まで空白の時代となる。 

3.弥生時代~古墳時代前期

弥生時代では、現時点において、前・中期の遺跡は検出されていないが、後期末葉から 占墳時代前期

と考えられる遺跡が数多く検出されている。中でも、平成 6 (1994)年に発掘調査が実施された因子

山遺跡第 31地点の 21号住居跡は後期中葉に比定される可能性があり、その住居跡からは、 多数の土

器をはじめ、大量の炭化種子(イネ・アワ・ダイズなど)、炭化材が出土し、 当時の食糧事情を考える

上で重要である。富士前遺跡では、「志木市史iにも掲載されているが、 不時の発見に伴い、寵目痕を

もっ童形土器をはじめとした多くの土器が発見されている。

西原大塚遺跡では後期末葉から古墳時代前期にかけての住居跡が 550軒以上確認されており、 市内

最大の集落跡であることが判明している。特に、 122号住居跡からは全国的にも稀な「イヌ」を象っ

たと思われる動物形土製品が出土している。

昭和 62(1987)年以降、西!以大塚・因子山・市場裏遺跡の 3遺跡において、方形周溝墓が検出され

てきたが、最新では、平成 15(2003)年に発掘調査が実施された新邸遺跡第 8地点と平成 18(2006) 

年に実施された中道遺跡第 65地点でも、それぞれ l基が確認されている。これにより 当時の墓域が、

集落と単位的なまとまりをもって存在することが明らかになってきたと言えるであろう O

市内で最も多く方形周溝墓が検出されている西原大塚遺跡では、 10号方形周溝墓の溝底から一括出

土した中に畿内系の庄内式の長脚高杯が出土していることに注目される。また、平成 11 (1999)年に

発掘調査が実施された西原大塚遺跡第 45地点では、 一辺 20mを超える市内最大規模の 17号方形周

溝墓が発見されている。この方形周溝墓の溝からは、珍しい鳥形土器をはじめ、畿内系の有段口縁章、

吉ヶ谷式系の壷、在地系の壷などと大きく畿内・比企地域・在地の 3要素の特徴を示す壷が出土してい

る。こうした地域に関わる被葬者の人物像が浮き彫りにされたことで、 当地域の弥生時代後期から古墳

時代前期の歴史を紐解く手がかりになったことは重要である。 

4.古墳時代中・後期

古墳時代でも前期末葉から中期になると、遺跡が減少する傾向にある。その中で、西原大塚遺跡、に隣

接する新邸遺跡で検出されている第 2地点の l号住居跡と平成 15(2003)年に発掘調査が実施された

第 8 地点の 2~8 号住居跡は、古墳時代前期でも比較的に新しい段階に比定される可能性がある。 この

ことから、新邸遺跡で検出された住居跡は、隣接する西原大塚遺跡から継続して広がった集落跡ではな

いかと推測される。 
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第� 1節市域の地形と遺跡

中期の遺跡では、中道・城山・中野遺跡から住居跡が発見されている。その中でも、平成� 7 (1995) 

年に発掘調査が実施された中道遺跡第� 37地点� 19号住居跡は、� 5世紀中葉に比定され、カマドをもっ

住居跡としては市内最古のものである。� 

5世紀末葉になると、遺跡が増加傾向にあり、特に� 7世紀前半から中葉にかけては、縄文中期を越え

るほどの爆発的な増加をみる。こ うした集落跡は現在、中道・城山・中野遺跡に比較的に古い� 5世紀代

の住居跡が確認されていることから、柏町地区を中心に存在した集落が、� 7世紀前半以降、周辺の地域

に拡散するという動きそ読み取ることができる。

なお、新邸遺跡では第� 8地点で初めて古墳時代後期� (7世紀中葉)の住居跡が� l軒検出されている。

この住居跡は、� 3x 3.5 mの小型の長方形を呈するもので、焼失住居であり、床面� kからは土器・炭化

材の他ベンガラ塊が出土している。

現在、� 5世紀後半から� 7世紀後半にかけての時期に比定できる住居跡の軒数は、最も多い城山遺跡で� 

200軒を超え、次いで中野遺跡で約� 50軒、中道遺跡で約� 15軒、田子山遺跡で約� 10軒、新邸遺跡で� 

l軒を数える。

住居跡以外では、平成� 5 (1993)年に発掘調査が実施された田子山遺跡第� 24地点から、� 6世紀後

半以降のものと考えられる� 4.1x 4.7 mの不整円形で、� 2ケ所にブリッジをもっ小型の円形周溝墓が� l基

確認されている。

また、平成� 14(2002)年に発掘調査された田子山遺跡第� 81地点の調査を契機に御巌神社を取り囲む

ように外周で推定約� 33mの巨大な溝跡の存在が明らかになり、現時点では古墳の周溝ではないかと考

えられている O 

5. 奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり、現在のとこ

ろ、中野・城山・中道・西原大塚・田子山遺跡で検出されている。中でも城山・田子山遺跡はこの時代

を代表とする遺跡として挙げることができる。城山遺跡で、は、平成� 8 (1996)年に発掘調査が実施さ

れた第� 35地点の� 128号住居跡から、印面に 「冨� J1文字が書かれた完形品の銅印が出土しているが、

これは県内でも稀少な例で貴重な資料である。この住居跡からはその他、須恵器杯や猿投産の緑紬陶器

の小破片� l点、布目瓦の小破片� 2点などが出土している。最新では、平成� 20 21 (2008 2009)-----.， -----.， 

年の城山遺跡第� 62地点の調査により、平安時代の住居跡から皇朝十二銭の一つである「冨害神賓」が� 

2枚出土しており、県内でも重要な発見につながっている。

田子山遺跡では、平成� 5 (1993)年に発掘調査が実施された第� 24地点から、住居跡の他、掘立柱

建築遺構・溝跡そして� 100基を超える土坑群が検出されている。平成� 6 (1994)年に発掘調査が実施

された第� 31地点の� 44号住居跡からは、腰帯の一部である銅製の丸鞘が出土している。さらにカマド

右横の床面上からは、東金子窯跡群の前内出製品と鳩山製品の須恵器杯が� 1点ずつ出土し、土器編年の

基本資料として貴重であると言える。� 

6. 中・近世

中・近世の遺跡は、「柏の城」を有する城山遺跡と千手堂関連である新邸・中道遺跡、そして関根兵

庫館跡・宿遺跡が代表される遺跡と言える。� 
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城山遺跡では、数次にわたる発掘調査により、『舘村旧
たてむらきり2う

記
さ

j](註 1)にある「柏之城落城後の屋敷割の図」

に相当する堀跡、などが多数発見されている O 最新では、 『姐国雑記 j](註 2)に登場する「大石信濃 守
おおつかじゅうぎょ く Ifう

館」が「柏の城」に相当し、「大塚十玉 坊」についても市内の「大塚」に由来があるという説が有力

と言えるであろう(神山 1988・2002)。

また、平成 7 (1995)年に発掘調査が実施された第 29地点の 127号士坑からは、馬の骨が検出され

ている。この土坑からは、板碑と土師質土器の他、炭化種子(イネ・オオムギ・コムギなど)も出土し

ており、イネの塊状のものは「おにぎり」あるいは「ちまき」のようなものであるという分析結果が報

雪されている O

さらに、平成 8 (1996)年度に発掘調査が実施された第 35地点では、鋳造関連の遺構も検出されている。 

130号土坑については鋳造遺構、 134号土坑については溶解炉に該当し、遺物としては、大量の鉄、浮(ス

ラッグ)、鋳型、三叉状土製品、砥石などが出土している。また平成 13(2001)年度の第 42地点からは、

多くの土坑・地下室・井戸跡が検出される中、 234号士坑から、鉄鍋の完形品が出土したことは特筆

すべきである。この鉄鍋は、土坑の坑底面に伏せてある状況で出土しており、 「鍋被り葬」と呼ば、れる

風習が志木市でも実在していた可能性が高い。戦国期の資料としては、平成 6 (1994)年度に発掘調

査が実施された第 21地点から、当市では初めて、鎧の
よろい

札
さね

である鉄製品 1点と鉄鍛 l点が出土している。

出土した遺構は、 19世紀前半の 86号土坑であるため混入品となるが、 「柏の城」に関連する資料とし

て大変重要な資料に加わったと言える。

平成 11 ~ 14 (1999 ~ 2002)年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第 49地点からは、 頭

を北に向け横臥屈葬された人骨を出土した 67号土坑が検出されている。その他、ピットヲ IJ・士坑・溝

跡などが検出されていることから、この一帯が 「舘村旧記』に記載がある「村中の墓場」関連に相当す

る施設ではないかと考えられる O

中道遺跡では、昭和 62(1987)年の第 2地点から人骨を伴う地下式坑、掘立柱建築遺構が検出され、

平成 7 (1995)年の中道遺跡第 37地点からは、人骨と古銭 5枚を出土した土坑墓 l基と 13世紀に比

定される青磁盤 l点を出土した道路状遺構 l条が検出されている。

新邸遺跡では、昭和 60(1985)年の第 l地点から段切状遺構の平場から多数の土坑・地下式坑が検

出され、平成 15(2003)年の新邸遺跡第 8地点からは、人骨と六文銭を伴う火葬墓 2基が検出されて

いる。おそらしこの新邸遺跡から中道遺跡一帯は、 『舘村旧記』に記載がある 「大塚千手堂」であり、
だいじ中いん

古くは天台宗の「七堂大伽藍」を誇る「松林山観音寺
しようりんさんかんのんじ

大受院」関連遺構として、今後は体系的な究明が

必要とされるであろう O 

7.近代以降

近代以降の遺跡では、平成 5 (1993)年に発掘調査が実施された因子山遺跡第 31地点から、敷島

神社境内に存在する富士塚の築造(明治 2~5 年) に関連するローム採掘遺構が検出されている O この

遺構の坑底面からは、鋤・鍬などの無数の工具痕が観察され、採掘作業がかなり組織的な単位で行われ

ていたこともわかり、地域研究の重要な資料と言える。

平成 15(2003)年の新邸遺跡第 8地点からは、野火止用水跡が検出され、市内初の発掘調査例とな

った。用水路の基盤面からは水付きの鋳着面が確認され、底面からは大量の陶磁器が出土した。 

6 
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第 2節遺跡の概要

ここで、今回本書で報告する城山遺跡について概観することにする。

城山遺跡は、志木市柏町 3丁目そ中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北西約 1.2km、柳瀬川駅

の東約 0. に位置している。本遺跡は、柳瀬川右岸の台地上に立地しており、標高は約 12m、低地8km

との比高差は約 5mである O

遺跡の周辺そ眺めてみると、小学校や神社・葉地などが存在する閑静な住宅地と言えるが、 最近では、

平成 18・19 (2006・2007)年の福祉施設建設に伴う第 58・60地点、平成 19'"'-21年度 (2008・ 

2009)年には、分譲住宅建設に伴う第 62地点、平成 21'"'-22年度には、共同住宅建設に伴う第 63地点、

さらに平成 23年度には、共同住宅建設に伴う 第 72地点や分譲住宅建設に伴う第 71地点と毎年のよ

うに小・中規模に相当する開発行為に伴う発掘調査が実施され、僅かに残る緑地や畑地にまで各種開発

の波が押し寄せている状況となっている。

さて、城山遺跡、は、これまでに 78回の調査(平成 24年 12月 28日現在)が実施され、旧石器時代、

縄文時代草創~晩期、弥生時代後期、[-t].墳時代前・中・後期、奈良・平安時代、中・近世に至る複合遺

跡であることが判明している。

以上、城山遺跡における今までの調査成果そまとめると、旧石器時代・縄文時代・弥生時代・古墳時代・

平安時代・中・近世の複合遺跡であり、また、複合する密度も散在的ではなく、市内では最も濃密な地

区であることが判明してきている O

最後に、本遺跡の特色を時代別にまとめると、以下のとおりである。 

01日石器時代 石器ブロックは第 42地点から 2ケ所、第 62地点から lケ所が検出されている O

第 71地点から磯群 2ブロックが検出される。

。縄文時代第  16・22地点から草創期の爪形文系土器 l点ずつ出土。

第 21地点から 草創期の多縄文系土器 3点が出土。

市指定文化財 「城山貝塚」。平成 3 (1991)年 3月 29目指定。前期の斜面只塚。

前期の諸磯式期の住居跡が昭和 49(1974)年の市史編さん事業における調査におい

て l軒、第 59地点から l軒が検出されている。また、第 46地点から詳細時期は決

定できなかったが、前期末葉の住居跡 l軒が検出されている。

第 4地点から中期の住居跡 l軒。加曽利 Ell式期。 

O弥生時代後期の住居跡  4軒。第 71地点から住居跡 2軒が検出されている 0 

0古墳時代前期の住居跡  2軒。

中期から後期の大集落。 5世紀中葉から 7世紀後葉にかけての住居跡が現在、約 200

軒を超えて検出されている。 

0奈良時代 検出される住居跡は大部分が平安時代に比定されるものであり、今のところ検出され

ていない。

第 42地点、の l号ピットから偏行唐草文の軒平瓦片 l点出土。 

O平安時代  9世紀前半から 10世紀にかけての住居跡約 30軒。

第 35地点 128号住居跡から、印面に 「冨」と警かれた銅印が出土。 
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第� 1章遺跡の立地と環境

第� 62地点� 241号住居跡から、冨書神賓� 2枚とその周辺から鉄鎌� l点と土錘� l点が出

土しており、当地における古代銭貨の受容を示す一例につながった。

。中・近世 「柏の城」関連の大堀を含めた溝跡・井戸跡・土坑が多数検出されている� 第� 71地O

点では、南北に延びる「二の丸」曲輪に関連する中規模の堀跡が検出されている。

第� 58・60地点から方形区画の溝を伴う遺構が検出され、� 40号溝跡からは中国・同

安窯系の青磁碗� l点(13世紀前半)が出土している。

第� 29地点の� 127号土坑は馬の埋葬土坑。

第� 35地点からは鋳造関連遺構が検出されている。130号土坑は鋳造土坑。� 134号土

坑は溶解炉と考えられる。第� 71地点、でも第� 35地点の鋳造関連遺構に関係する遺物

が多数出土している。

[註]


註� r舘村旧記Jは、舘村(現在の志木市柏町・幸町・館)の名主 宮原仲右衛� ]II ~ 14 (1727~ 1729)年に
J仲恒が、 享保� 12


かけて執筆したものである。


註2 ~廻匝l雑記」 は、 左大臣近衛尉lfilw]の子で、京都聖護院門跡をつとめた逝興准后が、文明 18 (1486)年6月から� 10ヶ月間、

北陸路から関東各地をめぐり、駿河甲斐にも足をのばし、 奥州松島までの旅を紀行文にまとめたものである。

日|用文献]


神山健吉� 1988rr廻国雑記」に現れる 大石信濃守の館と十二li坊の所在についての一考察J~郷土志木」 第 7 号
 

2002r道興をめぐるてつの謬説を糾すJr郷土志木」第� 31号� 
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第2章発掘調査の概要

第� l節調査に至る経緯

平成� 23年� 12月、土木工事主体者である志木市より志木市教育委員会(以下、教育委員会)へ土

木工事計画地内における埋蔵文化財の取り扱いについて照会があった。工事計画は志木市柏町三丁同� 

2609・2610の一部� (55.0rrDである志木市立第三小学校内に災害用トイレの設置を行うものである。

教育委員会は、 当該地が周知の埋蔵文化財包蔵地である城山遺跡(コード� 11228-09-003)に該当す

るため、概ね下記のとおりに回答した。� 

1.埋蔵文化財確認調査(以下、確認調査)を実施した上で、 当該地における埋蔵文化財の有無及び

取り扱いについて回答する。� 

2. 確認調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合には、保存措聞を講ずること� また、現状保存及O

び盛土保存が不可能である場冷については、記録保存(発掘調子モ)を実施する必要があること O

同月� 27日、教育委民会は、確認調査依頼書を受理し、� 1月� 27日に確認調査を実施した。調査対象

区は� 2箇所に分かれており、東側を� l区、西側を� 2区と呼称した。� 1. 2区にそれぞれ� 2本のトレンチ

を設定し、バックホーで表土を剥ぎ、遺構確認作業を行った。その結果、� l区では、古墳時代の住居跡� 

2軒、時期不詳の土坑� l基、時期不詳のピット� l本を確認した。� 2区では、古墳時代の住居跡� 3軒、 時

期不詳の溝跡� l本、時期不詳の土坑2基、を確認した(第� 3図)。教育委員会は直ちに工事主体者に確

認調査の結果を報告し、同時に埋蔵文化財の保存措置を要請 した。� 

3月� 14日、保存措置に関する協議を行った結果、敷地全域において十分な保護層が確保できないため、

記録保存(発掘調査)として取り扱うこととした。

以上により、教育委員会を調査主体に、平成� 24年� 4月� 26日より発掘調査を実施した。

第� 2節調査の方法と経過� 

(1)発掘調査

発掘調査期間は、平成� 24年4月� 26日から平成� 24年5月� 24日までとした。調査対象区は、� 2箇所

に分かれており、東側を� l区、西側を� 2区と呼称する。 調査対象面積は、� l区、� 2区ともに� 27.5rrlで、

計� 55.0rrlである。残土については、� 2区西側校舎裏の空いたスペースを残土置き場として確保し、対

処することにした。

各区の調査経過を第� 2表にまとめ、以下に日付順に説明する。� 

4月26日 初めに� l区の調査区を設定し、重機による表土剥ぎを開始した。本日中に� l区の表土剥ぎを

終え、続いて� 2区の調査区を設定した。� 

27日� 2区の表土剥ぎを開始した。� 2区の表土剥ぎ終了後、安全確保のための防護柵を� l区・� 2区

にそれぞれ設置した。� 

5月� 1日 人員導入による発掘調査を開始した。器材搬入後、� 1区内の整備と遺構確認作業を実施した。

その結果、� l区内では、弥生時代後期から古墳時代初頭の住居跡� l軒� (286H)、調査区北� 
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第� 2節調査の方法と経過

東に中世以降の士坑� 1基� (951D)、調査区南東に縄文時代の士坑� 1基� (956D)、時期

不明のピット数基を検出した。遺構検出後、遺構確認状況の写真を撮影し記録した。続い

て2区の調査区内整備と遺構確認作業を実施した。� 2区では、調査区中央から北西隅にか

けて弥生時代後期から古墳時代前期の住居跡� 1軒� (7y)、古墳時代後期の住居跡� l軒� (288 

H)、ピット� 23基を検出した。遺構確認状況の写真撮影と並行して� 1区の� 951Dの精査、

および、撹乱除去作業を行った。� 

7日� l区:951 Dおよび撹乱掘削後、調査区全削図、撹乱範囲を平板測量によって記録した。

測量作業と並行して、� 286Hの精査を開始した。なお、調査区北西の撹乱を掘削した際に、� 

286 Hの下に焼土の広がりが認められた。� 

8日� 1区:286 Hの精査中に、住居中央付近から� 950Dそ検出したため、� 950Dの検出写真

を撮影し、精査を行った。土層断面の記録を行い、遺構を完掘した後、完掘状況の写真撮

影および平面図で記録し、� 950Dの調査を完 fした。� 

9日� 1区:286H北側より長護、杯が集中して出土したため、遺物出土状況の微細図を作成した。

また、� 286Hの土層断面を観察した際、断面上に別遺構の立ち上がり、周溝を確認した。

そのため、� 286H北西に重複した住居があると認識し、これを� 287Hとした。� 

2区:ピットの精査を開始した。ピットの調査については、遺構を半載し、土層断面の観

察・記録を行い、完掘後、完掘状況の写真撮影、平面図を作成し記録した。� 

10'""'"'11日 調査と並行して、志木第三小学校の生徒を対象に現地説明会を行った。� 

1区:286 Hに伴うピット、住居外のピットの精査を実施した。� 287Hで、は遺物出土状

況の微細図、写真撮影を行った。� 

14日� 1区:287 Hの完掘全景写真を撮影した。その後平板測量で、遺構の記録を行った。� 

15日� 1区:287 Hのエレベーション図の作成を行った。続いて貼床の精査を行ったが、その

際に周溝に直交する間仕切り溝を� 2本検出した。� 

16日� 1区:287 Hの間仕切り溝、床面精査後、� 286Hの床面を検出した。この状況で� 286H 

の全景写真を撮影し、平板測量を行った。� 

2区:952 Dの精査を開始した。半載後、士層断面の観察を行い、写真撮影および断面

図作成を行った。� 

17日� 1区:286 Hのエレベーション図を作成した。� 951Dでは、士屑断面の写真撮影、断面

図作成を行った。� 

2区:288 H、953Dの精査を開始した。また、� 288Hを精査中に住居内の西側から� 

954 Dを検出したため、� 954Dの精査を行った。� 953Dでは覆土中から銭貨が出土した。� 

18日� 1区:286 Hの貼床の精査を開始した。� 

2区� :7Yの精査を開始した。� 288Hでは、精査中に住居内の北西角から� 955Dを検出

したため、� 955Dの精査を行った。銭貨が出土した� 953Dは墓坑と考えられたため、炭、

土壌、焼土塊をそれぞれサンプリングした。� 

21日� 1区:286 Hの貼床断面を写真で撮影し、断面図に追加させた。� 286Hの調査完了後、� 

11'""'"'13FPの検出状況の写真撮影を行い、被熱範囲の確認のため半裁を行った。土層

断面の観察、写真撮影を行い、断面図で記録した。� 956Dの精査を開始した。半載後、� 
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土層断面の観察、写真撮影を行い、断面図を作成した。完掘後、完掘状況の写真撮影、平

面図作成を行った。� 1区の全景写真を撮影し、本日をもって� 1区の調査を終了した。� 

2区:955 Dの炭化材・焼土検出状況の写真撮影を行った。その後、炭化材をサンプリ

ングし、完掘状況の写真撮影を行い、平面図を作成した。� 

22日	 2区� 7Yを精査中、後世のピットを検出し、確認されたピットから半載を行った。� 

288Hでは、カマドの精査を実施した。撹乱が著しいため、断面は長軸半裁のみの設定

とした。� 

23日� l区:埋民しを開始する。本日中に埋戻しを完了 した。� 

2区� 7Yの完掘後、断面図、平面図、エレベーション図を作成した。� 288Hでは、カ

マド断面の写真撮影を行い、断面図を作成した。カマド完掘後、堀方の平面図を作成した。

遺構の調査終了後、� 2区全景写真、及び� 7Y、288Hの完掘写真そ撮影し、� 2区の調査

を終了した。

調査終了後、器材の片づけ及び搬出作業を完了させた。� 

24日	 2区:埋戻しを開始する。本日中に埋戻しを完了した。

平成� 24年� 4月� 5 月� 

25日� 30 1二| 51ー| 10日� 15日� 20日� 25 H 

表土剥ぎ作業� 4.26 . 

中世以降� 

950 D 5.1 

平安時代� 

951 D 5.8 . 圃

古墳時代後期� 

l区� 
286H 

287H 

5.7 

5.9 

縄文時代� 

956 D 5.21 . 

11 FP 5.18 

12FP 5.18 

13FP 5.18 

埋戻 し作業� '5.23 . 

表士剥ぎ作業� 4.27 . 

中世以降� 

952 D 5.16 _ 

953 D 5.17 

954 D 5.17 _ 

955 D 5.18 

2区 古墳時代後期� 

288H 5.17 

弥生時代� 

7Y 5. 18 

現地説明会� 5.10 _ 

器材片付け作業� 5.23 . 

埋戻し作業� 5.23 _ 

第� 2表 城山遺跡第� 76地点の発掘調査工程表� 
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第� 2節 調査の方法と経過� 

N
A斗
|

|l区2区

J¥t;f;L 校舎範囲� 

.住日跡 圏満跡?

土坑 口ピット� 

O 5m1501: 

第� 3図 確認調査時の遺跡分布(1 / 150) 

(2)整理作業・報告書作成作業

整理作業については、民間調査組織に委託することとし、指名競争入札を行った。その結果、業務を

委託する民間調査組織が埋蔵文化財発掘調査支援協同組合(代表理事 杉山博〉に決定し、志木市(志

木市長 長沼明)との間で、委託契約を締結した。

以上により、� 8月6日から、遺物の洗浄・注記・接合作業遺構図面の修正など、報告書作成のための

基礎整理作業を開始した。� 9月� 17日には基礎整理作業が完了し、遺物の実測・デジタルトレース・ 写

真撮影、遺構図のデジタルトレースを開始した。� 11月� 19日には報告書作成のための資料が整い、遺構図・

遺物図・写真図版の作成、原稿執筆、編集作業を行い、平成� 25年� 3月� 31日に報告書を刊行し、 全て

の調査が終了した。� 
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第� 1節 縄文時代

第3章検出された遺構と遺物

第� 1節 縄 文 時 代 �  

( 1 )概要

縄文時代の遺構は、土坑� 1基� (956 D)及び炉穴� 3基(11~ 13 F P)が検出された。� 

( 2 )土坑  

956号土坑

遺構(第5図)

[位置]  1区。

[検出状況] 286 H・1p.11P・撹乱に切られる。

[構 造]平面形:楕円形と推測される。断面形:肝

面はなだらかに立ち上がる� 規模:長軸不明/短軸不O

明/深さ� 44cm。長軸方位:不明。
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-
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[遺 物]出土しなかった。

[時 期]覆土の観察結果から縄文時代と思われる。� 第� 5図� 956号土坑(1 / 60) 

( 3 ) 炉 穴  

3基の炉穴は全て� 287Hの貼床下から検出された。遺構上部は� 287Hにより削平され、検出できた

のは炉床のみである� このため、平面形や規模等の詳細は不明であり、計測できたのは炉床のデータのO

みである� 時期についても遺物が全く出土していないため、その所属時期を特定することは困難であっO

たが、本調査地点からは少量ではあるが条痕文系の土器が出土していることから、早期後葉と推定した。� 

11号炉穴

遺構(第6図)

[位置]  1区。

[検出状況] 287 H・撹乱に切られる O

[構 造]平面形:不明。規模:不明。長軸方位:不明。炉床:長軸� 0.39m/短軸不明/深さ� 5cmo 

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]縄文時代早期後葉。� 

12号炉穴

遺 構 ( 第6図)

[位置]  1区。

[検出状況] 287 Hに切られる。北側は調査区域外のため、詳細は不明。� 
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第� 3章検出された遺構と遺物

ー
m川

[構 造]平面形:不明。規模:不明。長軸方位:不明。炉床:長軸不明/短軸� 0.47m/深さ� 5cmo 

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]縄文時代早期後葉。� 

13号炉穴

遺構(第6図)

[位置]  1区。

[検出状況] 287日・撹乱に切られる。

[構 造]平面形:不明。規模:不明。長軸方位:不明。炉床:長軸� 0.81m/短軸不明/深さ� 12cm。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]縄文時代早期後葉。� 

11 FP 
A .!.L.2m-

ミミト
以� ¥。� / 

12FP 

8斗� 2m -B' 

ミミドチ撚ミボ� 
j}l乱

13FP 

13FP . 被烈赤iヒ範開� 
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被然柑1ヒ組問� 
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p 一ミーミ一…


w
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第� 6図� 11~ 13号炉穴(1/ 30) 

第� 2節 弥生時代後期から古墳時代前期� 

(1)概要

弥生時代後期から古墳時代前期の遺構は、住居跡� 2軒� (7Y・286H)及びピット� 3本� (28・44・69P) 

が検出された。

いずれの住居跡も出土遺物に乏しく詳細な時期比定は困難だが、� 7Yは弥生時代後期~古墳時代初頭、� 

286Hは古墳時代前期に属すると考えられる。� 

(2)住居跡 

7号住居跡

遺構(第7図)

[位置]  2区。

[検出状況] 953 Dや多数のピッ トに切られる。北西側の大半が調査区域外のため、詳細は不明である。� 
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第� 2節 弥生時代後期から古墳時代前期

[構 造]平面形:隅丸長方形と推測される。規模:長軸不明/短軸不明/深さ� 10.5'""-' 20cm。壁:

傾斜して立ち上がる。主軸方位:不明。床面:確認できた範囲では床面の硬化は認められなかった。壁

際は中央部より� 2'""-'5 cm程高い。

[覆 土]黒褐色土を主体とした覆土。住居跡覆土は自然堆積によるものと考えられる。

[遺 物]鉢・護形土器が出土した。 小片が主体を占め、出土量も乏しい。

[時 期]弥生時代後期~古墳時代初頭。

遺物(第7図、第� 3表)

[土器] (第 7図� 1・2、第� 3表)� 

1は鉢形土器の口縁部破片、� 2は寮形土器の胴部破片である。
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第� 3章 検出された遺構と遺物� 

286号住居跡

遺 中首 (第 8図)� 

[位置] l区。

[検出状況] 287日、� 951Dに切られる。西壁及び北壁は調査区域外のため、 詳細は不明である。

[構 造]平面形:方形。規模:長軸 6 ，30m/短軸不明/深さ 28~35cm。 壁:ほぼ垂直に立ち上が

る。 主軸方位:不明。壁溝:確認できた範囲で全周する。上幅� 16~ 38cm/下幅� 6~ 10cm/深さ 2~

18cm。床面:住居中央付近が硬化していた。壁際は厚さ9 ~ 14cm、中央部は厚さ 2~ 5cmの貼床によ� 

り構築されていた。東壁南側付近は床面から� 8 cm程高く、棚状になっていた。また、住出北東隅付近の
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第� 8図� 286号住居跡(1/ 60) 
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第� 2節 弥生時代後期から古墳時代前期� 

-句..... 

7。� ゴ議議ぶ� 6lOcm o 5cm 

第9図� 286号住居跡出土遺物� (1/ 4・1/3)

床面直上で敷物状の炭化材(図版� 2-5参照)を検出した。力マド:調査区域外に存在すると思われる。

入口施設の位置から推測すると住居跡西壁に構築されていた可能性が高い。柱穴:検出できた主柱穴は� 

OP 1・P2の2本と思われる。深さは P1が 83cm、P2が 47cmで、ある� 入口施設 :P3が入口梯子穴

と思われる。深さは 24cm。周囲を高さ 4~8cmの凸堤が巡っていたと思われるが、北側は 951 Dによ

って切られているため詳細は不明である。

[覆 土]� 10層に分層された。

[遺 物]高坪・斐・壷形土器、炭化材が出土したが、出土量は乏しい。炭化材の分析結果は、付編

田を参照。

[時 期]古墳時代前期。

遺 物 ( 第9図、第� 4表)

[土器] (第 9図� 1~ 7 、第 4 表〉 

lは高坪形土器、� 3.4 は壷形土器、 2 ・ 5~7 は餐形土器である 。 

(3)ピット 

28号ビット

遺構(第4図)

[位置]  2区。

[検出状況] 29 Pに切られる。

[構 造]平面形:円形。規模:径� 0.32m/深さ� 47cm。

[覆 土]ローム粒子 ・ローム小ブロック・ロームブロックを含む暗褐色土を基調とする。

[遺 物]壷形土器の小破片が� l点出土したが、図示できるものはなかった。

[時 期]古墳時代前期。� 
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第� 3章検出された遺構と遺物� 

44号ピット

遺構(第4図)

[位置]  2区。

[検出状況]北側の一部が調査区域外。

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 0.37m /短軸不明/深さ� 27cm。

[覆 土]ローム粒子・ローム小ブ、ロックを含み、炭化物粒子そ僅かに含む暗褐色士を基調 とする。

[遺 物]婆形土器の小破片が� l点出土したが、図示できるものはなかった。

[時 期]古墳時代前期。� 

69号ピット

遺構(第�  10図)

[位置]  1区。

[検出状況] 951Dに切られる。

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 0.73m/短軸� 0.48m/深さ� 59cm。

[覆 土]� 6層に分層された。

[遺 物]嚢形土器� 1点、壷形土器から転用された土製品� 2点が出土した。

[時 期]古墳時代前期。

遺物(第�  10図、第� 5表)

[土器] (第 10図 1、第 5表)� 

lは護形土器である。

[土製品] (第 10図2・3) 

2・3は一個体の壷形土器から転用された用途不明の土製品と思われる。� 

2は最大長 3. 最大幅� 45cm・最大厚 0.6cm・重さ� 1 5g 07cm・ . 1. 色調は明赤褐色を基調とする。粘土

には砂粒のほか、土器片が健かに含まれる。覆土中から出土した。� 

3は最大長� 3.6cm・最大幅� 4.4cm・最大厚� 0.6cm・重さ� 9.9go色調は明赤褐色を基調とする。粘土に

は砂粒のほか、土器片が僅かに含まれる。覆土中から出土した。
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第� 10図� 69号ピット・出土遺物� (1/60・1/ 4・1/3)
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同図番号 器種� 

gg高
U1圭
底径

特 徴 色調 胎 土 調 整 出土位置 遺存度

小型の鉢か/口縁部内而及び 胎士一はに 砂粒をやや多 内面 口縁部はヘラ磨き、以下 宿セ111 口縁部~

第� 7図� l 鉢� (3.4) 
外面全面に赤彩 ぶい黄褐

色を基調

く 白色粒 ・よ
器片を僅かに含

はへラナデ/外面へラl書き 胴部の小
破片

む

Jl岡部 目白上は!火 齢、粒を少量 細 内問 ハケ目調整後ヘフナデ/ 覆土中 月|司部小破

第 7図 2 饗� (2.7) 黄褐色7k 離を伺かに含む 外 面 ハ ケ 円調整 戸l

基調

第2節弥生時代後期から古墳時代前期� 

( )は現存{直及び舵定自11
， 

(単位 cm) 

第 3表 7号住居跡出土遺物一覧

( )は現存伯及び推定仙

器高

挿図番号 器種 口径; 特� f投 色調 胎 上 調 整 出土位置 遺存度

底径

脚部/円孔あり 胎土はに 砂粒を少iB粒.r'l 内面ヘラナデ後棋部を楠ナデ 住居東隅 脚部� 40%

第 9図] 高杯� (4.J) 
ぶい樺色 色粒 ・褐色 /外面ヘラ磨き のほぼ、床� 

(15.8) 
を基調 小平ヰ ・土22片そ 面上

{型かに含む

底部/木葉痕が残る 胎士はに 相l砂粒を少畠， 内面 ヘフナデ/外面へフ削 入門施設 底部のみ

第 9図 2 迄弘I、H (2.6) ぶい基黄櫨 白色粒 ・七器片 り の南側、 完存� 

(10.6) 色を 調 を僅かに台む 覆土卜層

胴部上半/顕部のくびれが僅 明s!t褐色 砂粒 ・ 土 õ ~片を 内面ナデ/外面櫛描文 間士巾 胴部小破

第 9図3 →宜主= (4.4) 
かに確認できる/精織な胎士 を基調 少褐弘 白色粒 ・ 片

/東海系 色粒を僅かに
;今む

胴部上半 Ilg赤褐色 砂(草粒 ・褐色粒を 内面 粗 [いヘラナデ/外面へ 誼士巾 胴持j)破片

第 9図 4 
τ箆会ζ2 (9.0) そ基調 かに含む ラ!盆き

日縁部~頭部/口械部は� |く」 黒基褐調色を !沙杭をやや多 く， 内市 ハケ日調整/外面 口縁 覆土中 円縁部破

第 9図 5 喪� (3.5) の字状に屈曲する 小石を僅かに含 昔日はハケ目調整後横ナデ 片

む

脚部 にぶい褐 砂粒を少量含む 内面 ハケ目調整後横ナデ/外 覆土中 脚部破片

第 9図6 台付費� (3.1) 色を基調 |自| ハケ向調整後裾部下端を横

ナデ

胴部 にぶい黄 砂粒を少量，士 内面 ヘラナデ/外面ハケ目� FE土中

第 9図7 費� (8.7) 褐色を基 器片 をやや多く 調整後粗いヘラ麿き

書司 合む� 

(単位:cm) 

第� 4表� 286号住居跡出土遺物一覧

( )は現存似及び1'11i定1i自

器高

挿図番号 器栂 口径 特 徴 色調 胎土 調 盤 出土位置 遺存度

底径

第10図� l 聾� 
(4

(118) 

9.3 
.4) 

J-

小型到/口縁部は 「く」の字
状に屈曲する/最大径は [縁
部と胴部中位が括抗/平底

胎士は概
色を主主調

砂粒をやや多く

合む
内面 しi縁部はハケ日調整後横
ナデ、� ij)ri)部上整当 J~はナデ、胴許)1下
半はハケ同調 /外面 は縁部� 

は横ナデ、以指下はハケ回調整、
胴部一)<端は 頭痕が残る� 

東壁近く� 

の理士� J::.
j円� 

60% 

(単作:cm) 

第5表� 69号ピッ ト出土遺物一覧� 
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第� 3章 検出された遺構と遺物

第� 3節古墳時代後期� 

(1)概要

古墳時代後期の遺構は、住居跡� 2軒� (287・288H)及びピット� 8本� (20・23・27・29・30・38・� 

60・64P)が検出された。288Hは多数の後世の遺構に切られるため遺存状態が悪く、 遺物もほとん

ど出土しなかった。これに対し、� 287Hからは多くの遺物が出土 している。これらの出土遺物から住

居跡の時期は、� 287Hが7世紀中葉、� 288Hが6世紀中葉と推定される。

また、ピットについては、出土遺物の中で古墳時代後期と考えられる土器が最新であったピッ トに関

して当該期のものとして扱った。しかし、いずれも出土量に乏しく時期比定が困難な小片が大半を占め

るため、詳細は不明である。

(2)住居跡 

287号住居跡

遺構( 第 �  11・12図)

[位置]  1区。

[検出状況]951D ~こ切られ、 286 Hを切る。北東壁及び北西壁は調査区域外のため、詳細は不明である。

[構 造]平面形:不明。規模:長軸不明/短軸不明/深さ� 25~ 32cm。壁:ほぼ垂直に立ち上がる O

主軸方位:不明。壁溝:確認できた範囲で全周する。上幅� 22~ 27cm/下幅� 10~ 15cm/深さ� 18~ 24cm。

南東壁から延びた間仕切りと思われる溝が� 2本確認された。このうち北側の溝は主柱穴の� P1と連結す

る。上幅� 19~ 20cm/下幅� 10~ 11cm/深さ� 21~ 23cm。床面:確認できた範囲では住居跡全体で床

面の硬化が認められた。貼床は� 2~ 10cmの厚さで施されていた。カマド:調査区域外に存在すると思

われる。入口施設の位置から推測すると住居跡北西壁に構築されていた可能性が高い。柱穴:検出でき

た主柱穴は P1の 1本と思われる� 深さは 68cm。入口施設:P2が入口梯子穴と思われる。深さは� 24O

cm。 周囲を高さ 2~5cmの凸堤が巡っていたと思われるが、ピット南側の住居壁際で、は凸堤が途切れて

いる O

[覆 土]� 13層に分層された。

[遺 物]土師器坪・護形土器・土製品が出!こした。

[時 期]古墳時代後期� (7世紀中葉)。

遺物( 第 �  13図、第� 6表)

[ 土器] (第 13 図 1~6 、 第 6 表) 

1~3 は土師器杯形土器、 4 は須恵器杯形土器、 5 . 6は土師器費形土器である。

[土製品] (第 13 図 7~9) 

7は不明土製品である。残存長� 4.3cm・最大幅� 1.4cm・最大厚� 1.4cm・重さ� 9.2g。上端部を欠損する。

色調は黒褐色を基調とする。粘土には砂粒が含まれる。P2北側の覆土中(床上� 25cm)からの出土である。� 

8は不明土製品である。形態は不整形で、残存長� 4.4cm・最大幅� 1.5cm・最大厚 0.8cm・重さ� 4.1g。

上下端を欠損する。色調は明黄褐色を基調とし、粘土には砂粒が僅かに含まれる。表面には指頭による

成形痕が残り、指紋も観察できる。� P2東側の覆土中(床上� 18cm)からの出土である O

フ]フ]
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炭化物杭j'・炭化材を.¥むJ 

ローム純正・ローム小プnツク・口ームプ� r'可うノを合む� 

第� 11図� 

を(iむ

'1

'i 

、ブロ 〆ク

z厄 前倒色土 ローム純� I・ローム小ブロック・ロームプロックをちく含む
(ローム光協l.)

:3 !i 時*IU色i ローム純正・ Uーム小プU';Iク;ld:~む

P2 1.1，\耗j~ 上 ローム粧1"..[1ーム小アロックを白む. 

287号住居跡(1 /60) 

O 2m 

フ』

第� 12図 287号住居跡遺物出土状態(1 /60) 
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第� 3章検出された遺構と遺物

;ヨ這正
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O lOcm 
o 4cm 
トー「 一 「寸 ー

第� 13図� 287号住居跡出土遺物� C1/ 4・1/2) 

9は土製紡錘車で、 一部を欠損するがほぼ完形品である。直径� 4. .8cm・孔径� 0.6cm・5cm・最大厚� 2

重さ� 50.6g 色調は黒褐色を基調とするが、欠損部で観察できる粘土は明黄褐色を呈することから黒0

彩されている可能性がある。粘土には砂粒と角閃石が含まれる。� P2東側の間仕切り溝上� (床面とほぼ、

同レベル)から出土した。� 

288号住居跡

遺構�  (第� 14・15図)

[位置 ]  2区。

[検出状況] 954 D .955 D及び多数のピットに切られる。カマド及び北西隅以外は調査区域外のため、

詳細は不明である。

27 。壁:ほぼ垂直に立ち上がる。� [構 造]平面形:不明。規模:長軸不明/短軸不明/深さ� 23~ 

-24 
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第� 3節 古墳時代後期� 

lo佐，1 I信l手段ぴ!Q6L 
1b脳� &J 
2 k:l ~mij色 1 :	 ローム位-f.ローム小プロックを仰向、にえむe

3I弱� fIill京証j色土	 ローム粒[. 7;;ローム小プロ

4M 烈ω色� L トブロックを{盟か� 
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ローム粒� F・ローム小プロ� yクを僅かに合む
3P ::1トクを弐む。yローム小ブロローム粒子・

ローム駒子・ローム小ブロyク・ロームプロ� yクを多く会む月 」� 

υーム粒 F ・ ローム小プロ 1 7をf~lかに 8む1-ユ2 P
ローム粒子・ローム小ア口、ソクを台む� J 

第� 14図� 288号住居跡(1/60) 

/ 可7f 
O lOcm 

1.'1:1 (1色札� l 
2届� f 色上� 立すニ・Gーム小プロック� .上純子 ・ J;!f里程i uーム1 m 線上小ブロ� yク・l ヒ物利子会� d

む。
1新� 灰渇色上 粘土粒� j .粘t小ブロ ソヴを多く、 ロームト・!.T・ローム小プロソク� ./;k'化物給

J'を1iむー (i昆 j粘� 1)， 
定士利子� .tiilソトブロソデをやや多く、 ローム栓干 ・ローム小ブロッ ク4回� I!.
物特� fを合む� 

5凪 H西.}"梢色よ� t昆土粒� T・1止仁rトブロ ック・粘� U!lf '粘� j-小ブロック在多く弐む� 
日 ~j H百灰褐色[- f.lii柑ヂ ・粘|小ブロ ックをやや多く、ローム位� f・ローム小プ1コック� .~地上 

f."I{'t高士小プロ ック;iJ:f-'1;む勾� 

.{ru色t .1;)<化

B~ヲ〆 r輔かに含むiプロ ソクを、.'J1fti:r.ヂ・ローム小フーロ ック・ 位上粒filームnむ色1!日

11.¥

'i，1!7
Rli:i 実証j色土 ロームf.'r1"'Uーム小ブロ� yク，1，止|尚子� .ll'i士小プロソク ・粘� i判子 ・粘卜

小プロ ソクをよ守む"� 

〈ま� 

証j色ーl二 ローム利子 ・口ーム小プロッ ク� .trel'粒子 ・焼� 1ソl、ブロック・鮎� i柑1ニ・粘上日島?1mO 
小ブロ ソクを台む

第� 15図� 288号住居跡カマド・出土遺物� (1/30・1/4)

主軸方位:N -370 

- Wo 壁溝:確認できた範囲でカマドを除き全周する。上幅� 20 ~ 22cm/下幅� 7 

~8cm/深さ 16.5 ~ 22cm。 床面:確認できた範囲では床面の硬化は認められなかっ た。 貼床は 4~5 

cmの厚さで施されていた。力マド:北西壁に位置する。多数の後世のピットに切られる。また、北東側

0

は調査区域外のため詳細は不明である。主軸方位は� N-37-Wo 長さ� 116cm/幅不明/壁への掘り

込み� 51cmo 燃焼部は被熱により赤化していた。

[覆 土] 11層に分層された。

[遺 物]土師器杯・ 護 ・甑形土器が出土した。

[時 期]古墳時代後期� (6世紀中葉)。

遺物(第�  15図、第� 7表〉

[土器]  (第� 15図� l、第� 7表) 

lは土師器甑形土器である。� 
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土純 1"粘土小ブロック ・燃化物fJ~ {を合む



第� 3章 検出された遺構と遺物� 

(3)ピッ卜 

20号ピッ卜

遺構( 第4図)

[位置]  2区。

[検出状況] 27 Pに切られる。

[構 造]平面形:円形。規模:径� 0.25m/深さ� 33cm。

[覆 土]ロ←ム粒 子をやや多く、ローム小ブロック・炭化物粒子 ・焼土粒子を僅かに含む暗褐色士

を基調とする。

[遺 物]土師器杯・護形土器の小破片が各 l点出土したが、 図示できるものはなかった� Q

[時 期]古墳時代後期。� 

23号ピッ卜

遺構( 第4図)

[位置]  2区。

[構 造]平面形:円形。規模:径� 0.30m/深さ� 46cm。

[覆 土]ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く、 炭化物粒子を僅かに含む暗黄褐色土を基調と

する。

[遺 物]土師器護形土器の小破片が� l点出土したが、図示できるものはなかった。

[時 期]古墳時代後期。� 

27号ピッ卜

遺構( 第4図)

[位置]  2区。

[検出状況] 20 Pを切る。

[構 造]平面形:隅丸長方形。規模:長軸� 0.45m/短軸� 0.28m/深さ� 47cm。

[覆 土]ローム粒子をやや多く、ローム小ブ、ロック・焼上粒子を僅かに含む暗褐色土を基調とする。

[遺 物]土師器禁形土器の小破片が� l点出土したが、図示できるものはなかった。

[時 期]古墳時代後期。� 

29号ピッ卜

遺構( 第4図)

[位置]  2区

[検出状況] 7 Y • 28 Pを切る。

[構 造]平面形:円形。規模:径 0.28m/深さ� 44cm。

[覆 土]ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒子・炭化材・褐色粒子を含む暗褐色土を基調とする。

[遺 物]土師器禁形土器の小破片が� 2点出土したが、図示できるものはなかった。

[時 期]古墳時代後期。� 
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第� 3節 古墳時代後期

30号ピット

遺構(第4図)

[位置]  2区

[検出状況] 7 Yを切る。

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 0.46m/短軸� 0.32m/深さ� 27cm。

[覆 土]ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒子を僅かに含む暗褐色土を基調とする。

[遺 物]土師器護形土器� 2点及び貝類が出土した。 護は小破片のため図示できなかった。貝類の同

定結果は付編� Iを参照。

[時 期]古墳時代後期。� 

38号ピッ卜

遺構(第4図)

[位置]  2区。

[検出状況] 7T  (42P)・撹乱に切られる。

[構 造]平面形:隅丸長方形。規模:長軸不明/短軸� 0.65m/深さ� 56cm。

[覆 土]上層にローム粒子 ・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土が、下層にローム粒子・ローム小

ブロックを含む黒褐色土が堆積する。

[遺 物]土師器護形土器� 9点・土師器杯形土器� l点が出土したが、いずれも小破片で図示できるも

のはなかった。

[時 期]古墳時代後期。� 

60号ピット

遺構(第4図)

[位置]  2区。

[検出状況] 7 Yを切る。

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸 0.35m/短軸 0.33m/深さ 48cm。

[覆 土]ローム粒子・ローム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む暗褐色土を基調とする。

[遺 物]土師器護形土器の小破片が� 1点出土したが、図示できるものはなかった。

[時 期]古墳時代後期。� 

64号ピッ卜

遺構(第4図)

[位置]  2区。

[検出状況] 7 Yを切り、� 953Dに切られる。

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 0.37m/短軸� 0.33m/深さ� 41cmo

[覆 土]ローム粒子・ローム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む黒褐色土を基調とする。

[遺 物]土師器斐形土器の小破片が� 1点出土したが、図示できるものはなかった。

[時 期]古墳時代後期。� 
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第 3章検出された遺構と遺物

( )は現存値及び推定11直� 

挿図番号 器種
**~ 
口径:
底径

特 徴 色調 胎土 調 哲実 出士{立.fFt 遺存度

第13図 1 土師持� 
杯� 

4.0 
(12.8) 

いわゆる比企型tf/円部縁出家部部内と底部
との境に稜を持つ/口 は内傾
気味に外反する/円居 内面には

幅� 2 mmの沈線がまわる/内面及び
口縁部外国は赤彩/入間系土師器

胎士は
明亦褐

色を基
調� 

砂粒をやや

多く花j色� 

粒・小石を
A!苛<tJ、

内面 口綿密flは横ナデ，以下はへ

1¥ラナデ/外面.口総白 は横ナデ¥

以下はヘラ削り
付， 

入口施設� 

のゴヒ但Ij
南東壁

近の床面

上

40% 

第13図2 イコ師M-g 
好:� 

7.4 
11.3 

深身のもの/口縁部 と民部の境は
S唱し、稜を持つ/口縁古1¥は内傾気味

に外反/口唇都内面には幅 210mの
i尤線がまわる/内面及び口縁部外

由は赤彩/入間系土問i/g

胎士は

明赤褐

色を基
調

砂粒をやや

多く，褐色

粒を(大含)・小
石む

内面� l寸縁部は棋ナデ，以ドはへ
ラナデ後ナデ/外由一 口縁部は横

ナデ， 以下はヘラ削観り察(口さ楊れ部る直) 
下には無調整部分が

入口施設� 

の南南東s!IJ. 
壁付

近の床面

上

70% 

第13図3 てt自itim~ 
杯� 

7.1 
12.8 

深身のもの/1ー|縁部と底部の境は� 

弱し、稜を持つ/しl縁部は直立気味

に外反/Ii縁部は霊みが若 しい/

在地系上師器

i克黄椅

色を基
調

砂粒をやや

多 く.褐色
粒や白色粒・

雲母宅E僅か
に含む

内面 口縁部は横ナデ，以下はへ

ラナデ/外面 円縁部は横ナデ，

以下は弱いナデ後底部付近をヘラ
自Ijり

入口施設

の南側，
南東壁付

近の床面

上� 

口縁部を
司昔日欠損

第13図4 須恵器
坪身

(2.4) 
'T口縁昔1¥の� ¥，ち 卜がりは短く、 内傾

する/口唇端部は丸い/受部はや

や卜方にのびるが燐械により不明

瞭/産地不明

灰色 砂粒をやや

多く 含む

内外面 ロクロ成形 入門施設

の南{~Ij際， 
南東時

の部土 中

ロ縁部~
休部の4、
破片

第13図5
土師器� 

凱

33.1 
2 1.0 
8.3 

長塑/口縁部は外反する/最大痕径
は口縁音flに持つ/平底で木葉 が

残る/花地系土師J.m 

浅黄櫨基
色を
E.I，~ 

砂粒 ・小石

を多く .褐

雲色粒母を(大僅)か・

に含む

内面 口縁部は横ナデ，以下はヘ

ラナデ/外而 後口胴縁部部は楠ナデ.
胴部はヘラ削り 上半を丁寧
なナデ、胴部下位を中心に細長い

ナデ、さらに胴部下端を横位のへ

ラ削り

入門施設

の北側，

南東壁付

近の床面

上

口縁部~ 
底部のー� 

部を欠損

するがほ� 

ほ完形

第13図6 
土師器� 

製

(37.5) 
19.8 

長裂/口縁部は外反する/最大径 

は胴部中位に持つ/在地系土師器
i長黄櫨

色を基
調

砂粒をやや

多そく(大僅，褐色粒 ・雲

母 かに

合む

内面 口縁部は横ナデ，以下はへ

ラナデ/外面 1¥口績昔 は横ナデ，

胴部アは縦位ヘラ削り後胴昔日上半を
ナ (スリップか)

付， 

入門施設� 

の南北東恨壁Ij

近の床面
卜� 

80% 
底部欠損

l

(J制官� :cm) 

第 6表� 287号住居跡出土遺物一覧� 

()は現f1:uu iE及ひ推定1i

挿図番号 器樟 出存度� 

器高

口径 特 徴 色調 胎士
底径

|調 整� IH士位間

複合口縁 内面� :口縁部は横ナデ¥以下はヘ カマドの胎上は 
  
士師器 
  

口縁部破を多く，'1*，砂
白色粒 ・褐 ラナデ/外面 口縁部は横ナデ、 東側、 壁 片色明赤褐

を基
15図 1

甑
(6.1) 

色粒を僅か 以下はヘラ削り /口縁部外面に指 満付近の� 
に台む

|罰� 
J司 頭押捺による成形般が残る 床面上~

cm)(単位� 

第 7表� 288号住居跡出土遺物一覧

。口フ臼



第4節奈良・平安時代

第� 4節奈良・平安時代� 

(1)概要

奈良・平安時代の遺構は、掘立柱建築遺構� l棟� (7T)、ピット� 1本� (41P)が検出された。� 7Tに

ついては、中世の� 954 Dに切られること、� 57 Pから� 9世紀代の須恵器坪形土器が出土 していることな

どから、 当該期の遺構と判断した。また、 遺物の出土していないピットについては、中世以降に属する

ものとして次節で、扱ったが、当該期のものが含まれる可能性も高い。� 

(2)掘立柱建築遺構 

7号掘立柱建築遺構

遺構(第�  16図)

[位置]  2区。

[検出状況] 57 Pが� 954 Dに切られる。

[構 造]柱穴� 3本(北から� 42P・14P . 57 P)、� 2間分を確認した。主軸方位� N-8 0 -Wo

西側に柱穴が確認できなかったことから、調査区域外の東側及び南側に展開する南北棟と推定した。

[遺 物]57 Pから須恵器杯形土器� 1点が出土した。

[時 期]平安時代� (9世紀前葉)。

吉 正 
  

O lOcm 

14 P I府民i色ヒ ローム恥J"-・ローム小プロ� yク・褐色粒子を僅かに含む� 

39P I前褐色上� ローム小ブロ ソクを僅かに合主� fUーム� tu. ・� 

40P IllH~色 t ローム純子・ローム小ブロソクi:;'iむ 

42 P II~~認知包上 ローム枝子・ローム小7 '口白ソクをやや<tく含む。� 

57 P :J¥色j ローム結子・口一ム小ブロックを含む. 

※� ljl(c(1主団� - 性情断、� 

o 2m 

第� 16図� 7号掘立柱建築遺構・出土遺物� (1/60・1/4) 
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第3章検出された遺構と遺物

遺物(第�  16図、第� 8表)

[土器] (第� 16図� l、第 8表)� 

1は須恵器土不形土器である。� 

(3)ピット 

41号ピッ卜

遺構(第�  17図)� 

[位 置]2区。

[検出状況] 37Pに切られる。48Pとの新旧関係は不明。

[構 造]平面形:円形。規模:径� 0.43m/深さ� 51cm。

[覆 土]� 3層に分層された。

[遺 物]土師器禁形土器 2点の小破片が出土したが、図示できるものはなかった。

[時 期]平安時代。� 

1:酌

第� 17図� 41号ピット(1/60) 

( )は現1-fI白及び推定納1

器高
挿関番号 器種 口径 特 徴 色調 胎 土 調整

底径

底部から口縁部にかけて直線的 灰色を基 細砂粒・白 ロクロ回転は右残回転か/底部に回� 57P宿よ� 15% 

第� 16悶� l
須恵 2~ 

杯
(3.2) 

に聞く� /迎元炎焼成/東金子製
ロロロ

調は/暗胎亦土褐
色粒を僅か
に含む

転糸切り痕がる

色� 
山
平 m

 

第 8表� 7号掘立柱建築遺構出土遺物一覧� 
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第� 5節 中世以降

第� 5節中世以降�  

(1)概要

検出された遺構は、掘立柱建築遺構� l棟� (8T)、上坑� 6基� (950D~ 955D)、ピット� 50本である。� 

8Tについては時期比定の可能な遺物が出土しなかったため、� 952Dとの重複関係から当該期のもの

と推測した。土坑については、城山遺跡第� 42地点で報告された分類基準(尾形・深井・ 青木� 2005)

を採用し、分類・報告を行った。

ピットについては、遺物が出土せず遺構の所属時期を判断することが困難なものについてもここで扱

った。このため、時期の異なるものが含まれている可能性も否定できない。また、 遺物が出土したもの

を行ったが、その他のピットについては-告報及び調査時に断面図が作成されたものについては本文中で、

第� 13表 中世以降ピット一覧を参照願いたい。� 

(2 )掘立柱建築遺構 

8号掘立柱建築遺構

遺構(第�  18図)

[位置]  2区。

[検出状況] 16Pは� 288Hを切り、� 33・58P~こ切られる o 35Pは 288Hを切り、� 31Pに切られる。� 

37Pは952D及び� 41・48Pを切る O

[構 造]柱穴 3本(東から� 16P・35P・37P)、 2間分そ確認した。主軸方位:N-90 -¥N。

に柱穴が確認できなかったことから、調子守区域外の南側に展開する南北棟と推定した。1]北倶� 

37P (8 -8') 
If1 Ifff制色 L 褐色刊(を多く、以ーム初予・口ーム小アロック・;.)i 

1ヒ物利子主・r¥む

乙k'i 照褐色� L ロームfl~(- ' Uーム小ブl1・yケを僅かに0¥む
 
3照 明1第尚色� l ロームt.lf ローム小ブロ
'

:j'を今む。� ιまり強叫� 
ソクをやや多く、1\.\色f，~ 

16P (仁一仁・ ) 

11 色上nrau 1'1 
/ロ ソイ?を!、ノr:・ 制t!!~Il長化物lく、やや与)こを

符む
 
2X' 5
j 日向抑制tZ!1 ぬ色約� fAややまく、ローム利子 ・ローム小フ

ロック・ 褐色小ブロ ソクをdむーしま'1偶1 

み、粘上均3ローム尚子 ・ローム小プ口、ノクをL日制色1135P 
子を1的力、lζ含む，

一恨跡� 

1.l※ i

ローム粒子z'tく、� l-!ーム小プU ック� "0色付

fillよcm 

AlL6m 
8116剛 c

川 6m一

16P37P 0 

第� 18図� 8号1=fII!立柱建築造構(1/ 60) 
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第� 3章検出された遺構と遺物

[遺 物]� 37 Pから炭化種子� 1点が出土した。炭化種子の同定結果は付編� Hを参照。

[覆 土]褐色粒子を多量に含む暗褐色土を基調とする。

[時 期]中世以降。� 

(3)土坑

検出された土坑については、出土遺物が乏しいため時期・用途の詳細が不明なものも多いが、ここでは、

平面形及び細部の形態的な特徴を城山遺跡第� 42地点で報告された分類基準に当てはめて説明を行う� O 

A群方 形 の 土 坑 �  

1類 断面が袋状の構造そ呈するもの。(本調査地点では検出されず)� 

2類 単純構造を呈するもの。(本調査地点では検出されず)� 

B群長方形の土坑�  

1類 溝状土坑であり、長軸の長さが� 3mを超えるまたは超えるであろうと想定されるものO 

l基� (951D)。� 

2類 幅狭の長方形土坑であり、長軸の長さが� 3m未満で、短軸の長さが� 1m未満のもの。� 

3基� (952・954・955 D)。� 

3類 幅広の長方形土坑であり、長軸の長さが� 3m未満で、短軸の長さが� 1m以上のもの。� 

1基� (950 D)。� 

4類 火床部を有する土坑であり、� 1m前後の深い掘り込みをもつもの。

(本調査地点では検出されず) 

C群 円形・楕円形の土坑� l基� (953D) 

D群 不整形の土坑(本調査地点では検出されず)� 

E群地 下室・地下坑�  

l類� 1竪坑� 1主体部のもの。(本調査地点では検出されず)� 

2類 主体部が 「八手」・ 「王」字状を呈する特殊なもの。(本調査地点、では検出されず) 

A群方 形 の 土 坑

今回の調査では、� l類・� 2類とも検出されなかった。� 

B群長方形の土坑

本調査地点、で検出した土坑� 6基のうち、� 5基が長方形を呈する土坑であった。� B群� 2類に属する� 955 

Dからは多くの焼土塊や炭化材が出土したが、その用途について詳細は不明である。� 

B群� 1類溝状土坑�  

951号土坑

遺構 (第�  19図)

[位置]  1区。

[検出状況] 286 H • 287 H・7P・13P・69Pを切る。東側は調査区域外のため詳細は不明である。

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸不明/短軸� 1.55m/深さ� 56cm。長軸方位:N-870 -Eo 

[覆 土]8層に分層された。

円
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第� 5節中世以降�  
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1
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A
q

!: "'"-1 

2 

A 1l --.4m 

1aKi 畠� 1:(f，，I{i) 

1 r~'j 陪褐色士 ローム幼子・miヒ物粒正を{q¥かに合む� Ib間長t 
2x'J "rl占HU色 L ロームNf'ロ ム小ブロ‘ノクを合む

1/1'l !1:¥1tl色上 ローム粒子・ローム小ブロ� yクをf1'むu

950号土坑� (8群� 3類)� 
4例� 11月7再筏)~二 1 . ロームfH. .f，く白むaローム小プロックをやや. 

5脳� l明茶尚色上 ¥:1ーム精子・ローム小ブロyクをさむ

心/pj !y褐色|� ローム拍子・ローム小フロックを僅かにnむ

7附� H白書、

，

尚色� L ローム粒� f'円ーム小ブロyクそ;苛む一

81M Ur，茶褐色 1: ローム粒正・ローム小つrt:.l'ソク・ロームブロックをやや多く含む

9防� 1羽J長尚色 L ローム粒� f・ローム小プロ� yク・ロームプロ� Jクをやや事く含む

951号土坑� (8群� 1類)

36P 

6 

(.4 ~; .\ 

"1_1¥ "， I J一 一¥炭-3 _' i惜!2� 

8 

47P 

A U-，6m 8116 -銭一 ・� 
・炭化材� 

J:茶褐色1:9
8 Ro1 nil封筒色よ� r.ーム牧子・ローム小プロック・ロームプロックを多く含む� 

9府 県民j色� j' ローム粒子・ローム小ブロyクをf'l!か!こ合む. 

10&1 :，UIlJ色上 ローム紘一f-.ローム小ブロ ソクを他かに含む「� 
955号土坑� (8群� 2類)� 

954号土坑� (8群 2類) O 2m 

第� 19図� 950 ~ 955号土坑(1/ 60) 

qu 
q
d
 

f.J ローム小プロ� /7・� 撃を'[クyロームプ口ーム鮎子・ 11. ，むn 

1 ~ n自殺尚色仁 ローム純正・

2M Hitぷ祉j色上 ローム牧子 ・ローム小プロ ソクそ合むw 

JILクそやや多く、炭化物yロームブロローム小プロック・ム純子・ロ[1前編色 仁11伊3
-Jこを (~lかに含む. 

1脳 同1占号制色� L ローム粒子・ローム小プロックを{!I!かに含む� 

5脳� .~(\制色i ローム粒� f-.ローム小プロ ソクを;主む

日府 略的}目色上 ローム利下 ・ローム小プロック・ロームプロックをやや多く含む。� 

7問烈拠色上 ロ ム料 了・ローム小プロ ソクを{喧かに命む」� 

952号土坑� (8群� 2類)� 

J円出� 

l駅 長 」二� 
ZIfj 日目茶同色士 ローム粒1" ・ ローム小ブロ ソクを r~\かに[tむG 
3脳 県桟i色上 ローム純正・ローム小ブロ� yク・ロームプt:J./クを倣かに合む。� 

4回 目荷主喜納色 士 ローム粒子・ローム小フ 1:1句ソク・ロームブロソクイE台むν� 

ローム小プロック・Pfローム::1奇策関色50/: U ・ ロームブロックを作む� 

6届 |明~l!J色J ローム粒子・ローム小プロックをやや多く合む� 

7X.j 

ローム小ブロックをやや多く、炭化物"'-t1こをIfl!かに1青むι� 1 1M 1情相色土 {-ロームfa ・

2 且1I!~ìll色土 ロ ローム小プロyク・焼� 1純子・健1".小プ口、ソク・炭化物粒子を怠むム粒子・ :
3 1ti 附収品j色土 白色純一Hf十粉力、)I，t多く含む1-

4 kll 岬1It1色i ローム利子 ・ローム小ブロックを飽かに合むの� 

5 ~ Frt焔色l: ローム牝� J<・ローム小ブロック・腕iヒf骨組(-を� dむe 

6M Dlil&色土 円一ム純子・ローム小プロ ソク・焼J粒子・1主化物粒子1";1む� 

ローム制� C'I 、 t.i 、プr1ッヲ・炭化物f i主化材を含む骨子・lっ縦|土利ヂ・i.ックhプlームノ.J色士i紙:白目白7fcii 
8P;，j )，1.¥褐色上 ローム約千ーローム小ブロ 〆クを?;む。

953号土坑(仁群)

A113m 

ロ炭化材

核非~赤化事E隠 

車問4 

11瞬 間糸魚i色上 ローム枝子・ローム小プ口、ノク・焼七純子・縦十小ブロック・炭化物位l'を台む� 

2糾� 1別指i制色 iー ローム純子・ローム小フロックをやや多く、fJとu立f-却を土小ブロック・炭化物検下を含む� 

3肘� :.¥¥褐色上 ローム約子・ローム小プ口yク.1.11:土粒チ'Yt十小ブロ� yク-);)，1化物純子・炭化材を合む.

，1h'1 ロームプロック� 

炭化物事立f". ttj.!fローム小ブロック・悦� l純子・1島土小ブロソク・ 材・般を合む，� 

5肘� )¥UtI色ーム利 子・ロ ム小ブロ� yク・向・Uょ枝子を含むe 



第 3章 検出された遺構と遺物

[遺 物]妬器  1点が出土した。

[時 期]中世。

遺 物(図版  7-5、第 9表)

[妬 器] (図版 7-5、第 9表)

図版 7-5は妬器で、常滑の費である。 

B群 2類幅狭の長方形土坑  

952号土坑

遺構(第  19図)

[位置]  2区。

[検出状況] 37 Pに切られる。その他、 36・46~ 48 Pと重複するが新旧関係は不明。

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸1.70 m/短軸 0.93 m/深さ 33cm。長軸方位  :N-85
0 

-Eo

[覆 土] 7層に分層された。

[遺 物] 当該期の遺物は出土しなかった。

[時 期]中世以降。 

954号土坑

遺構(第  19図)

[位置]  2区。

[検出状況] 288 H • 57 Pを切り、撹乱に切られる。他に 59Pと重複するが、新旧関係は不明。 南側

半分は調査区域外のため、詳細不明である。

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸  1.39 m/短軸不明/深さ 45cm。長軸方位:N-750 

-Eo 

[覆 土] 9層に分層された。

[遺 物]遺物は出土しなかった。

[時 期]中世以降。 

955号土坑

遺構(第  19図)

[位置]  2区。

[検出状況] 288 Hを切り、 54・55Pに切られる O 他に 45Pと重複するが、新旧関係は不明。

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸1. 15 m/短軸 0.88 m/深さ 60cm。長軸方位  :N-540-Eo

[覆 土] 5層に分属された。

[遺 物]炭化材が 8点出土した。燃料材と推測されるこれらは、全て樹種の同定を行った。分析結

果は付編田を参照。この他、 当該期の遺物は出土しなかった。

[時 期]中世以降。 

-34 -



第5節中世以降

B群� 3類幅広の長方形土坑� 

950号土坑

遺構(第� 19図)

[位置]  1区。

[検出状況] 286 Hを切る o 286 Hの覆土中に構築される。

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸� 1.50 m/短軸l.03 m/深さ� 12cm。長軸方位:� N - 12
0 

-¥No 

[覆 土] 1層に分層された。

[遺 物]妬器� l点、土製品(土錘)� 1が出士した。

[時 期]室町時代。

遺物(第 �  20図、第� 9表)

[妬器] (第 20図� 1、第� 9表) 

lは妬器で、常滑の護である。

[土製品] (第 20図2) 

2は土製品で、管状の土錘である。端部は一部欠損する。 最大長� 5.5cm・最大径� 1. 重さ� 10.2 g5cm・ 0 

色調は燈色を基調とする。粘土には細砂粒のほか、褐色粒・小石が含まれる。北西隅の壁際、土坑底面

より� 29cm上から出土した。

o 5cm 

第20図� 950号土坑出土遺物� (1/ 3) 

C群 円形・楕円形の土坑� 

953号土坑

遺構(第�  19図)

[位置]  2区。

[検出状況] 7 Y・64Pを切る。� 

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 0.91 m/短軸� 0.84 m/深さ� 47cm。長軸方位:� N-2
0

- Wo 

[覆 土] 8層に分層された。

[遺 ヰ物知劃]土器� 1点、銭貨� 8点、炭化材� 3点、炭化種子� 8点が出土した。炭化材及び炭化種子の分析

結果は付

[時 期]中世O

[所 見]� 3層中に骨粉の可能性がある 白色粒ゴこを多く 含むととや銭貨がまとまって出土したことな

どから、 墓坑の可能性がある。� 
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第� 3章 検出された遺構と遺物

遺物 (第�  21図、第� 9表)

[土器 ] (第 21図� 1、第� 9表)� 

lは土師質土器である。

[銭貨 ] (第 21 図 2~9 、第 10 表) 

2は開通元賓、� 3は景徳元賞、� 4は治平元賞、� 5は元建通賓、� 6 • 7は元祐通費、� 8は淳照元資であ

る。� 9は磨滅により銭名が不明瞭だが、紹聖元資か。

そ -~ ~Jア 

O lOcm 

o 2cm 

第� 21図� 953号土坑出土遺物� (1/4・1/1) 

D群不整形の土坑

今回の調査では検出されなかった。� 

E群地下室・地下坑 


今回の調査では、� l類・� 2類とも検出されなかった。
 

(4)ピッ卜 

1号ピッ卜

遺構(第4図)

[位置]  1区。

[検出状況] 286 H . 956 Dを切る。

戸

q
.uo



第� 5節 中世以降

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 0.31 m/短軸� 0.27 m/深さ� 41cmo

[覆 土]ローム粒子 ・ローム小ブロック・炭化物粒子を僅かに含む黒褐色土を基調とする。

[遺 物]磁器小碗が� l点出土した。

斗
」

遺物(第�  22図、第� 9表)

1413 世紀後葉~期]鎌倉時代 ( 世紀前葉)。[時

lOO cm22 l 9表)[磁器] (第 図 、第� 

m/ m/0.58 0.55 55cm[構 造]平面形:隅丸方形。規模:長軸 短軸� 深さ 。

m/ m/0.49 0.40 80cm[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 短軸 深さ 。

府

附

居

届

�

 

lは龍泉窯系の青磁で、鏑蓮弁文を持つ小碗で 第� 22図� l号ピット出土遺物� (1/4) 

ある。� 

26号ピット

遺構(第�  23図)

[位置]  2区。

[検出状況] 7 Yを切る。

[覆 土]� 8層に分層された。

[遺 物]遺物は出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

33号ピッ卜

遺構(第 �  23図)

[位置]  2区。

[検出状況]� 288 H . 8 T 06 P)を切る。

[覆 土]� 4層に分屑された。

[遺 物] 当該期の遺物は出土 しなかった。

[時 期]中世以降。� 
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第� 3章検出された遺構と造物� 

( )f.ifJU子組及び推;ぶ伯

帰国語手り 道i構字I 橋別 結締
法 量

指高� 1-11壬 底径
製作の特徴 等 推定産地 時期

第� 20図� l 9500 刈� 23 量1
肩部破片/色調は明赤褐ナ色/胎士には砂粒・細離を多
置に含む/内外面ヘラ デ

常滑 中世

凶版� 7- 5 951 0 応昔日 梨
肩部破片か/外面に 白黙利� 1/色調はにぶい赤褐色� /胎
土には砂粒・小� hを多可iに含む/内面ナデ� 

常滑 中世

~~ 21函11 9530 1:器 十回師質土問� (1.5) (6.0) 底部破片� /胎土には細砂粒を少民、小そiを健かに含む 在地系 |中世

第� 22図� l 1P 磁器 小碗� (3.4) (11.2) υ縁部破片 /育磁/口減端部瞭は外反する/細長い組弁
文/紬がIIjl:く鏑はやや不明� 

龍泉窯系� 
13ttt紀後葉~
14世紀前葉

(単位 ，αs)

第� 9表遺構同士の陶磁器一覧

神図番号

第� 21図� 2

銭貨名

開通元宵� 

外径

24.3 

方孔一辺

6.1 

1ft日

2.5 

初鋳年� 

621 

11-¥仁位置

間� |二中

泊� f了:状態� 

完]杉

i精 ~・

第� 21凶� 3 京徳元自� 24.4 6.0 3.0 1004 担上中 完形 真書

第� 21図� 4

第� 21図� 5

治平元:llj'� 

元豊通白� 

23.4 

23.5 

6.0 

6.1 

2.8 

2.5 

1064 

1078 

11理上 コ

関上中

フ，"=>πγじ，.ノノ

ノ-=-rγ1じ ノ〈 (主

~書

築書� 主名は不明瞭)

第� 21 [き]6

第� 21図� 7

元祐通費� 

元祐通ff.� 

24.9 

23.3 

6.8 

6.0 

2.9 

1.8 

1086 

1086 

覆土中

部土中

完rr~

一部欠損

真台

築書

第� 21図� 8

第� 21図� 9

出限元首� 

不 明 �  

24.0 

23.9 

6.9 

5.9 

2.2 

2.6 

1174 理 士中

部 卜中 仁ノ

完形

と7土じ:71〈

点;!干

紹型元箇� (点� 3 )か� 

(liJ.(立・111111，g) 

第� 10表� 953号土坑出土銭貨一覧

遺構名 位置 分類 平副形 長軸民 短軸長 深さ 長軸方的
出 l : 造 物

遺構年代 備 考
Iィi揖 磁骨量 土総 上別晶鉄製品その他� 

9500 11茎� 3額 長方形� 1.50 1.03 0.12 N - 12
0 

-W  室町時代� m20凶一� 1 • 2 

9510 l区� l類 士三方形 不明� 1.55 0.56 N ~- 87
0 

- E 巾世 図版� 7-5 

9520 2医� 2額 長方形� 1.70 0.93 0.33 N - 85
0 

- E 中世以降 遺物なし� 

9540 21孟� 2J兵 長方形� 

長方形� 

1.39 不明� 0.45 IN --75
0 

- E 中世以降 遺物な し� 

9550 2区� 2~fj 1.15 0.88 0.60 N - 54
0 

- E 8 中世以降 炭(，j"化材� /分析結果は
編� 3節参照

ど仁斗I 2 O O O 8 

(1制立� mJ 

第� 11表� B群土坑一覧

出土造物
遺構f-I 位置 平面形分類 長� 4副長 長軸方位短制11民 深さ 考附J~* 磁制 上滞上製品鉄製品その他 遺構年代

第� 211Y<1一� 1/その他・
鋭貨� 8点は第� 21図一� 
2 ~ 9 ・ 炭化材 3 点・ 

N - 20
- W2区 梢円形9530 0.91 0.84 0.47 中世 炭化物楠� - }J~子/のf-8 種 炭

化材・ 炭化物
分析結果は付制� 2・� 
3節を参照

之Iコ、� 19O OO O 

。簡

出血� mE

第� 12表� C群土坑一覧� 

q
d
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第 5節中世以降

( )は財存(，官 ・軒i・2ヒ{11'i

長制l 出土 ili物
遺構字l 位間 平面形 i奈さ

}j{u: 陶熔 磁(，~ し日日 士I製品鉄製品 その他
i立構年代 考

lP l区 情円形 0.31 0.27 0.41 14世紀前提 青磁蓮弁文腕A頬が出土。

2P l区 円形 0.20 0.16 0.41 "!~世以降

3P 11三 円 JT~ 0.20 0.20 0.20 中世以降

4P I1丘 楕円形 0.37 0.28 0.23 中|町以降

5P l区 楕円形 0.27 0.20 0.23 中世以降

6P l区 楕円形 0.23 0.20 0.13 巾世以降

7P 1 [天 円形 0.36 0.33 0.47 中世以降

8P l区 楠円形 (0.24) (019) 0.44 中世以降

9P 1 [K H形 0.17 0.16 0.29 中世以降
園一

10P Ilズ 円形 0.19 0.19 0.18 中山以降

l1P 11文 隅丸長方形 (0.37) 0.32 0.30 中世以降

12P 1[5<: 隅丸長方形 0.39 0.34 0.76 中|世以降

13P l区 楕円形 0.17 0.13 0.14 中世以降

15P 2医 柏円形 0.39 0.34 0.80 中間以降

17P 2区 楕円形 0.27 (0.17) 0.32 rtl間以降

18P 2R: 楕円形 0.36 0.28 0.36 巾世以降

19P 2区 柏円形 0.42 (019) 0.39 中世以降

21P 2 r孟 椅円形 0.25 0.20 0.14 中世以降

22P 2区 楕円形 0.40 0.21 0.52 中世以降

24P 2区 柑円形 0.36 0.30 0.40 rrl世以降

25P 2区 楕円形 0.43 0.33 0.37 巾世以降
戸ーー

26P 2区 l隅丸方形 0.58 0.55 0.55 ー. rt'世以降

31P 2区 隅丸長方形 0.44 0.33 0.43 Iド1せ以降

32P 21ぎ キ百円形 0.32 (0.25) 0.40 中慣以降

33P 2 r3: 楕円形 0.49 0.40 0.80 中世以降

34P 21ズ 楕円形 0.42 (0.26) 0.19 中世以降

36P 21支 円形 0.35 0.35 0.44 中世以降

43P 2区 |明丸長方形 0.45 0.37 0.54 1-j~ 1世以降

45P 2区 桁円形 0.38 0.29 0.45 中世以降

46P 2区 楕円形 0.28 0.23 0.41 
E 

中世以降一
47P 2区 楕円形 0.42 0.23 0.34 中世以降

一
48P 2区 円形 0.21 0.20 0.42 中w以降

49P 2区 楕円形 0.53 0.44 0.39 巾世以降 | 

50P 2区 |吋形 0.35 0.35 0.66 中世以降 ' 

51P 2区 隅丸方形 0.31 0.29 0.29 中I+t以降

52P 2区 不明 (0.26) (0.20) 0.30 中間以|海

53P 2区 キ:1';円形 (0.44) 0.42 0.44 中世以降

54P 2区 崎円形 0.17 0.13 0.07 中世以降

55P 2区 栴十'=]f8 0.21 0.17 0.36 中世以降

56P 2区 楕円形 (0.32) (0.20) 0.30 rlコ世以降

58P 2区 円形 0.20 0.18 0.21 中世以降

59P 2区 隅丸長/j形 0.34 0.28 0.22 Lt世以降

61P 2区 隅丸長方形 0.45 0.33 0.37 中世以降

62P 2区 円形 0.22 0.20 0.15 1-1-1世以降

63P 2区 円形 0.20 0.20 0.43 中世以降

65P I 2区 FrlT8 0.28 (013) 0.51 中刊以降

66P 2区 円形 0.18 0.18 0.17 中柑以降

67P 2区 円形 0.22 0.21 0.16 l下柑以降

68P 2区 楕円形 0.25 0.18 中tH:以|得

70P l区 楕円形 0.35 0.32 0.17 中世以降

/EL 1 計
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ay 
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第 13表 中世以降ピット一覧
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第 3章 検出された遺構と遺物

第 6節遺構外出土遺物

ここでは、表土や撹乱から出土した遺物、そして遺構内ではあるが、明らかに他時期の混入品である

遺物を前節までの各時代の出土遺物と区別し、遺構外出土遺物として扱う O

今回、遺構外から出土した遺物は、縄文時代の石器・縄文時代の土器・古墳時代後期の土器・古代以

降の瓦に分類して報告する。

( 1 )縄文時代の石器(第 24図 l、第 14表)

1は黒曜石製の石鍛である。

(2 )縄文時代の土器(第 24 図 2~ 25、第 15表)

縄文時代の遺物包含層は確認できなかったが、弥生時代後期~中世以降の遺構覆土から 169点・

2，280.2 gの縄文土器が出土した。分類により確認できた型式は早期条痕文系、前期二ツ木式・関山式・

黒浜式・諸磯式・浮島式、中期阿玉台式・勝坂式・加曽利E式、後期称名寺式・堀之内式・加曽利B式、

晩期安行式と広範な時期に及ぶ。ただし、出土した土器は小破片が主体で、あるため、型式分類が困難だ

ったものも少なくない。

2~4 は早期の条痕文系土器である。 胎土には繊維を含み、貝殻による条痕文が施文される。 条痕文

系土器は 11点・ 193.2gが出土した。

5は前期の二ツ木式土器である。棒状工具による幅広の単沈線で文様が描かれ、その隙聞にキザミを

施し、癌状の貼付文が付される。二ツ木式土器は l点・ 52.8gが出土した。

6は前期の関山式土器である。末端環付の単節縄文LRが多段に横位施文される。関山式土器は 7点・

86.1 gが出土したが何れも小破片で、ある。

7 • 8は前期の黒浜式土器である。7は半裁竹管による平行沈線で文様が描かれる。主文様の下段に

は末端環付の単節縄文 LRが横位に施文される。 黒浜式土器は 18点・ 233.2gが出土した。

9~ 16は前期の諸磯式土器で、ある。9. 10は諸磯 a式であり、半裁竹管による幅の狭い平行沈線

により文様が描かれる。 9は文様下に地文として単節縄文LRが施される。10は地文が施されていな

いことから、 浮島 I式との分類が困難だが、地域性を考慮し諸磯式と判断した。11~ 15は諸磯 b式

である。11は半裁竹管内皮による爪形文を施し、その隙聞に斜位のキザミを加える。諸磯b式古段階

に属すると考えられる。12・13は浮線文が施される土器である。 12は浮線文上にキザミが、 13は単

節縄文RLが加えられる。13の地文は単節RLo 12・13は諸磯 b式の中段階に属する土器である。

14・15は集合沈線が施される土器である。 15は斜位の集合沈線を交互に施すことにより矢羽根状の

文様が描かれる。14・15は諸磯b式の新段階に属すると考えられる。16は諸磯 C式である。集合沈

線により文様が描かれ、その上にボタ ン状貼付文が付される。諸磯式土器は 56点・753.0gが出十した。

17は前期の浮島式土器である。アナダラ属の貝殻腹縁を用いたロッキング手法により封殻文及び半

載竹管による変形爪形文が施される。 浮島 Ib~II 式に属すると考えられる。浮島式土器は l 点・ 6.6

gが出土した。

18は前期後葉~末に属すると考えられる土器の底部破片である。単節縄文 LRが横位に施される。
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第3章 検出された遺構と遺物

19は中期の阿玉台式土器である O 頭部に隆帯が巡り、その上下に半裁竹管による平行沈線が沿うよ

うに施される。地文は単節縄文RLo ~口]玉台N式と考えられるが、胴部を垂下する沈線から中期中葉の

所謂「中峠式」土器に属する可能性も否定できない。阿二五台式土器は l点・ 45.8gが出土した。

20は中期の加曽利 E皿式土器である。地文として単節縄文 LRが縦位に施文され、磨消懸垂文が施

される。加曽利E式土器は 5点・ 97.4gが出土した。

21は後期の称名寺 I式土器である。 J字文と思われる文様が沈線により描かれ、 単節縄文 LRが充

填施文される。称名寺式土器は l点・ 16.4gが出土した。

22は称名寺式~堀之内式に属すると考えられる土器である。櫛歯状工具による条線文が施される。

23は後期の堀之内 2式土器である。沈線により文様が描かれ、地文は施されない。口唇部内面に沈

線が 2条巡る。堀之内式土器は7点・ 142.3gが出土した。

24は後期加自利 B1式の粗製土器である。地文として単節縄文 LRが施され、口唇部内面には幅広

の浅い沈線が巡る。加曽利B式土器は l点・ 99.5gが出土した。

25は晩期の安行 3d式に属する土器と考えられるが、小破片のため明確ではない。晩期安行式土器

は 1点・ 19.7gが出土した。

( 3 )古墳時代後期の土器(第 24図 26、第 16表)

26は土師器杯形土器である。

(4 )古代以降の瓦(第 24図 27・28)

27は布目が残る奈良・平安時代の瓦である。 裏面は欠損し残っていなし1。残存畏3.1 cm・残存幅3.9cm.

厚さ 1.0cm・重さ 11.7g。色調は樟色を呈する。粘土には砂粒のほか、褐色粒が僅かに含まれる。 7Y

から出土した。

28は近現代の平瓦ないし桟瓦である。 裏面は前端部が面取りされ、「深谷 2口」 との刻印がある O

残存長 10.4cm・残存I幅9.8cm・最大厚 1.6cm・重さ 149.1g。色調は黒褐色を呈する。粘土には砂粒のほか、

灰白色のスコリアや角閃石 ・輝石が多く含まれる。 1区の表土中から出土した。

背骨 極

石鍬

特徴

Il~ I基無茎鍛/基部のJ央りは法い

第 14表 遺構外出土の縄文時代の石器一覧
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第 6節 遺構外出土遺物

時期・型式
胎土混入物

出土位置 備 考
11 挿図番号 部位 文様・特徴など 色調

石角礎砂 他

第 24図2 目同 外面に貝殻条痕文
明赤樹

条痕文系 c、ノ 繊 9510 5YR5/6 

第 24図3 !嗣 内外o'lIIこ貝殻条痕文
rrM褐

条痕文系 (つ 繊
7.5YR3/3 

第 24函4 目同 外而に貝殻条痕文
赤褐

条痕文系 O 繊 2区 砂粒は相め
5YR4/8 

第 24図5 口線 単沈線による菱形文か/癌状貼付
にぶい黄褐

ーツ木式 G 繊 286H 
10YR5/4 

第 24図6 nl6) 縄文 LR(ループ文)
にぶい黄櫨

閉山式 O 繊 9530 砂粒は少車10YR7/4 

第 24阿 7 H岡
平行沈線によ る鋸的状文か/縄文 LR 褐

j黒i兵式 n 繊 l区 繊維多量
(ループ文) 10YR4/4 

第 24図 8 H同 縄文 R にぶい黄褐
黒浜式 f、「ノ 繊 7Y 

10YR5/3 

第 24阿 9 日1;，) 三1'.載竹官による平行沈線文/縄文 LR 栢暗褐 諸磁 a式 つ F、、
30P 7.5YR2/3 (新段階)

第24図 10 H同 半献竹1ffによる半行沈線文
にぶい貰褐 話機 a式 C o 7Y 10YR4/3 (中~新)

第24図 11 H同 斜位の刻目文/爪形文
県褐

諸(古磯段b階式) O O U 51P 砂粒は多量7.5YR3/2 

第24図 12 胴 浮線文
明黄出

諸(中磯殿b|街式) O O 61P fi'J、粒は多1:i1
10YR6/6 

ト一一一一一一

第24図 13 H岡 地上文にを施文後浮線細文点目占付。その後浮線文 時褐
諸磯b式か O 7Y 

縄文施文/*mxRL lOYR3/4 

第24図 14 11同 横位の集合沈線
にぶい褐 諸磯b式 ハーJ 38P 7.5YR5/4 (最新段階)

第24図 15 胴 平行沈線による矢羽根状の集合沈線
十島 諸般b式

O 288H 砂粒は粗めで多JJt10YR4/4 (最新段階)

第24凶 16 H同 ボタン状貼付文/集合沈線
日月半島

諸機 C式 C 。 7Y 10YR3/3 

第 24図 17 月岡 ロッキングによる貝殻文/変形爪形文
明赤褐

浮島 1b式 /¥晶，、J目 286H 5YR5/6 

第24図 18 長云 縄文 LR(横位施文)
にぶい黄櫨

前期米 c、ノ O 7Y 10YR5/4 
←一一
第24凶 19 月岡 半載竹管による平行沈線/縄文 RL 褐

阿1ミ台W式 O 並r、 l区7，5YR4/4 

第24図 20 月同 磨消懸主文/縄文 LR 明褐
加居手IJE皿式 f、 287H 7.5YR5/6 

第24図 21 fl ~1 j字文/縄文 LR(充填)
褐

称名守 I式 O 12P 7.5YR4/4 

第241列22 月間 櫛歯状工具による条線文
にぶい黄樟 称名寺 ~ 。o 286H 10YR6/4 明之内式

第24図 23 口縁 内面に 2条の平行沈線/外面に沈線
褐

堀之内 2式 O 7Y 7.5YR4/6 

にぶい掲
第24図 24 口縁 粗製深鉢/縄文 LR

7，5YR5/4 加層利B1式 C 7Y 

第24図 25 H同 三文文か
にぶい赤褐

安行 3d式か C 褐色粒 286H 
チャート細膿多畳

5YR5/4 褐粒子(大)多量

※石.石英 角.角閃石 .Ifljl.石 器襲-細際砂.砂粒 繊 繊維 針・ 白色針状物

第 15表遺構外出土の縄文土器一覧

第 16表 遺構外出土の古墳時代の土器一覧
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第4章調査のまとめ

第4章調査のまとめ

城山遺跡第 76地点は調査範囲が 55.0n1と狭小であったが、住居跡4軒・掘立柱建築遺構2棟・土坑

6基・ピット 62本と多くの遺構が検出された。また、検出された遺構と遺物の時期は、縄文時代・弥

生時代・古墳時代・平安時代・中世以降と広範に及ぶ。以下に、今回の調査により確認できた各時代に

ついて、調査所見をまとめることとする。

第 1節縄文時代

縄文時代の遺構は、士坑 1基 (956D) ・ 炉穴 3 基Cl 1~13FP) が検出されたが、遺構に伴って

出土した遺物は皆無である。このため、遺構の時期を特定することは困難であったが、他の遺構との重

複関係や覆土の観察結果から 当該期に属するものとして推定した。しかし、 287Hの床下で検出した

3基の炉穴に関しては、 286Hに伴う炉跡の可能性も考慮すべきかもしれない。

縄文土器は、早期~晩期にかけて 169点・ 2，280.2gが出土した。ただし、出土した土器は小破片

が主体なため型式分類が困難だったものも多く、 58点を型式不明とした。 型式分類が可能だったもの

の重量比等のデータは第 17表に示した。主体となるのは前期諸磯式であり、 重量比で 4剖を超える。

次いで、出土量が多かったのは、 黒浜式・条痕文系である。以下、 主な型式ごとに概観する。

早期条痕文系土器は、全体の約 10%の出土量を占める。 当該期の遺構として l区より炉穴を 3基検

出しているが、調査区別の出土量は l区7点・ 109.8g 、2区4点・83.4gであり偏在性は認められない。

このことから、出土したこれらの土器は炉穴に伴っていたものではなく、調査区付近に薄く分布すると

推測される早期の遺物包含層が由来と考えられる。

関山式土器は、全体の約 5%の出土量を占める。小破片が主体であり、調査区別の出土量は l区4点・

54.5 g 、2区3点・ 3l.6gを量り、出土傾向に大きな差は無かった。

二ツ木

3.0先

諸磯
42.6% 

第 17表縄文土器型式別出土量
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第 2節弥生時代後期から古墳時代前期

黒浜式土器は、 全体の約 13%の出土量を占める。調査区別に見ると l区6点・ 56.5g 、2区 12点・

176.7 gであり、 2区からの出土量が多い。周辺に当該期の遺構が存在した可能性がある。

諸磯式土器は全体の約 40%の出上量を占め、特に諸磯 a式新段階から諸磯 b式新段階にかけてもの

が主体であった。調査区別の出土量は、 l区 16点・ 146.8g 、 2区 41点・ 606.2gと2区が大半を

占める。黒浜式期と同様に、周辺に当該期の遺構が存在したと推測される。

浮島式土器は l区から l点のみが出土した。 全体に占める割合は 0.4%と極めて低い。しかし、浮島

式の主な分布域からはやや外れる志木市内で出土したことは注目される。

阿玉台式・勝坂式土器はそれぞれ l点ずつ出土しているが、全体に占める割合は低い。続く加曽利E

式期も E1 ~ E II式はほとんど認められないことから、少なくとも本調査地点周辺において、中期前葉

から中葉にかけての時期は縄文人による土地利用が低調であったと考えられる。

加曽利 E式土器は、 全体の約 6%を占める。加曽利E田式が主体であり、全て l区から出土した。し

かし全て小破片で、あるため、 l区に当該期の遺構が存在したことを示すものとは考えにくい。

堀之内式土器は、全体の 8%を占める。調査区別の出土量は、 l区5点・ 127.1g 、2区 l点・ 15.2

gであり l区が 2区を凌駕する。ただし、櫛歯状工具により条線文が施される土器は称名寺式との区別

が困難なことから、それらの土器が含まれている可能性も否定できない。

加曽利B式は、 B1式の粗製土器が 2区の 7Yから l点のみ出土した。比較的大形の破片であること

から、 7Yにより土坑などの小規模な遺構が壊された可能性がある。また、加曽利B式後半から晩期安

行式にかけては遺物がほとんど認められないため、再び調査区周辺での土地利用が低調になったと推測

される。

第 2節 弥生時代後期から古墳時代前期

弥生時代後期から古墳時代前期の遺構は、住居跡 2軒 (7Y・286H)・ピット 3本が検出された。

いずれの住居跡も調査区域外に延びるため遺構全体を把握することはできなかったが、城山遺跡では 7

Yのような弥牛時代後期~古墳時代初頭の住居跡は検出数が少ないため、 貴重な事例として注目されよ

つO

7Yは、表土層により遺構上部を削平されているため遺構確認面から床面までの深さが浅く、 遺存状

態はやや不良であった。覆土中からは縄文土器が多く出土したが、住居跡の形態や少量ではあるがハケ

目調整された察などが出土していることから弥生時代後期~古墳時代初頭の住居跡と考えた。しかし、

住居跡に伴うと考えられる土器は小片が主体を占め、炉跡や柱穴等も検出されず、 住居跡北西部が調査

区域外であることなどから、その詳細は不明である。

286 Hは、壁の一辺が 6mを超えると考えられる大型の住居跡である。この規模から考慮すると、

主柱穴である P2の北西にある 5Pは主柱穴聞に位置する補助的な小柱穴となる可能性があるかもしれ

ない。また、入口施設の南側には南東壁に沿って床面より 5~8cm程高い段が構築されていたが、その

用途は不明である。ミ主軸方位については、住居跡のほぼ半分が調査範囲外であることから第3章では記

載をしなかったが、入口施設のある住居跡南東壁に対して直交する線を主軸とした場合、その方位はお

よそ N-61
0

-Wと考えられる。出土遺物は 287Hから混入したと考えられる 士器が大半であり、住

に
d

A
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居跡に伴うと考えられるものは乏しかった。土器以外には住居跡北東隅で床面上からイネ科やモミ属の

炭化材が出土しており注目される。敷物もしくは壁の構築材であろうか。遺構の時期について、 当初は

遺構の規模や形態等から古墳時代後期の住居跡と考えていたが、比較的大形の破片が当該期のものに多

いことや第 9図 lの高坪形土器等が床面上より出土していることなどから、古墳時代前期の遺構と判断

した。また、推定主軸方位も古墳時代後期の住居跡である 287Hや 288Hのそれとは大きな差があり、

この点も後期の住居跡ではないことの傍証といえるかもしれない。

第 3節古墳時代後期

古墳時代後期の遺構は、 住居跡 2軒 (287H • 288 H)・ピット 8本が検出された。いずれの住居跡

もその大半が調査区域外であり、 287Hは撹乱、 288Hは後世の土坑及びピットにより壊されていた

ため、遺構の詳細は明確ではない。また、 287Hと288Hで土師器斐形土器の遺構間接合が確認され

たが、他の出土遺物からは両者が同時期の遺構とは考えにくい。前述したように、 288Hは後世の土

坑やピットによる破壊が著しいため、その過程で 287Hの遺物が混入した可能性がある。

287 Hは、その大部分を検出できた南東壁から推定すると一辺 5m弱の規模の住居跡と考えられる。

主軸方位については、カマド及び住居跡の大半が調査範囲外であることから第 3章では記載をしなかっ

たが、入口施設のある住居跡南東壁に対して直交する線を主軸とした場合その方位はおよそN-420

-

Wと考えられ、 288Hと大きな差はなかった。また、入口施設及びそこから南側の間仕切り溝までの

聞に焼土及び粘土層が検出されたが、その由来は不明である。 遺物は小破片が主体で、覆土中から散在し

て出土したが、入口施設付近の床面近くから完形に近い土器がまとまって出土した。第 13図2・3の

土師器坪形土器は正位の状態で、第 13図 5・6の土師器褒形土器は横に潰れた状態で出土している。

土師器坪形土器のうち lは比企型坪の定問化タイフである A5類、 2は深身で口縁部が内傾 ・直立する

タイプである E類に分類され、共に茶褐色粒子や小石を含み明赤褐色を基調とした胎土であることから、

いわゆる「入間系土師器J(尾形 2008) と考えられる。

288 Hは、住居跡西隅からカマドまでの北西壁の長さがほぼ 2.5mで、あることから、カマドが北西壁

の中央に設置されていたと仮定した場合、壁は一辺約 5mと推定され 287Hとほぼ同様の規模と考え

られる。遺物は覆土中から少量出土したが、後世の土坑やピットとの重複が著しいため住居跡に伴うも

のかどうか判断は難しい。住居跡に伴うことが確実なものとしては、カマド左脇の床面上から出土した

土師器甑形土器の口縁部破片(第 15図 1)が挙げられる。複合口縁等の特徴から 6世紀中葉に属する

ものと考えられ、この土器をもって住居跡の時期の根拠とした。

第 4節平安時代

住居跡や土坑は認められなかったが、 2区で掘立柱建築遺構が l棟 (7T)検出された。 2区では多

数のピットが密集して検出されたため、発掘調査中に掘立柱建築遺構在確認することが困難であった。

このため、整理作業時に柱痕が残るピットを抽出し、柱並びを検討して掘立柱建築遺構と推定した。ま
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た、 7Tは南北棟として報告を行ったが、今凶の調査区で検出できたのは遺構の一部であるため、 東|百

棟となる可能性も否定はできない。

出土した遺物は 57Pから出土した須恵器杯形土器(第 16図 1)が l点のみである。徽密な胎土で

白色針状物質を含まない等の特徴から東金子窯のものと考えられる O 小破片のため口径や底径は推測で

きなかったが、底部が回転糸切り後未調整のため、少なくとも 9世紀代のものであろう O

第 5節中世以降

( 1 )中世~近世について

中世以降の遺構は、掘立柱建築遺構 l棟 (8T)・土坑6基 (950D ~ 955 D)・ピット 50本が検

出された。また、近世に属する遺物は今回の調査では全く出土していなし10

2区で検出された 8Tは、 7T同様に整理作業時に確認されたものである。16Pと37Pは覆土に

褐色粒子を多量に含むことから同一の遺構に属する柱穴と考えた。また、 35Pは覆土に褐色粒子を含

まないが、柱根跡を有し 16P・37Pと柱筋が揃うことから 8Tに属するピットと推測した。 8Tを

構成するピット(16P・35P・37P)からは遺物が出土していないため時期の特定は困難であったが、

中世の土坑と考えられる 952Dとの重複関係 (952D :古→ 37P :新)から時期を推定した。

土坑は B群が 5基、C群が 1基検出された。いずれも出土遺物は乏しかったが、 C群の 953Dから

は土師質土器(第 21図 1)や輸入銭貨 8 点 (第 21 図 2~9) ・炭化材など、比較的多く の遺物が出土

した。覆土 3層中に骨粉のような白色粒子が多く含まれること、銭貨が複数枚出土 していることなどか

ら、その性格は慕坑となる可能性がある。しかし、整理作業中の過誤により、 3暦中の白色粒子につい

て自然科学分析による同定を実施できなかったため、 墓坑として確定することができなかった。サンプ

ル採取された覆土3層は、その土壊を ]IS規格 1mm日の簡により水洗し、微細遺物の抽出を行った。そ

の結果、イネやダイズ属などの炭化種実が認められた(付制E参照)0953 D の性格を墓坑と考えた場合、

付編の分析報告にもあるように、 「葬送に伴って種実が燃やされた可能性J(付編 53ページ)も考慮す

べきであろう O また、出土した炭化材は燃料材と推定される(付編E参照)が、 同じく燃料材と考えら

れる炭化材が出土した 955Dとは構成樹種が異なるため、「両土坑の機能が異なっていたJ(付編 56ペー

ジ)可能性がぷされた点も注目される。

ピットは 2区を中心に多数検出されたが、そのほとんどで遺物は出土しなかった。このため遺構の時

期比定は困難であったが、 重複関係から古墳時代の住居跡よりは新しいこと、 調査地点が柏城本丸内と

考えられることなどから、その多くを中世以降と判断した口また、 調査範囲が狭いため明確にすること

はできなかったが、これらのピット群は 8Tと同様に中世の掘立柱建築遺構を構成する柱穴となる可能

性がある。

ピットからの出土遺物は前述したように乏しかったが、 l区の 1Pからは上回分類(上田 1982)の

A 類(1 3 世紀後葉~14 世紀前葉)に比定される龍泉窯系の鋪蓮弁文を持つ青磁小碗(第 22 図 1 )が

出土している。本調査地点では他に年代を明確にできる遺物は認められなかったが、 第 72地点 87P 

では 14世紀代の龍泉窯青磁が出土し、第 58・60地点 40号潜からは同安窯系の青磁碗が出 七してい

る。また、第 63地点 781Dでは 13世紀前葉と考えられる 4型式の常滑窯の護も出土している。これ

ウー4
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らの遺物は柏城の形成を考える上で注意が必要であろう O 柏城三の丸にあたる第 42地点等では 15世

紀後半'"'-16世紀の遺物が主体を占めていることから、柏城はほぼこの時期に形成されたと考えられて

いるが、その築城年代が 114世紀以前にさかのぼる可能性J(尾形ほか 2005)も指摘されているように、

その前身として鎌倉時代の在地領主層による居館等が存在したのかもしれない。

(2 )近代~現代について

近代~現代の遺物としては、 1 l)Z.表土中より出土した第 24図 28の瓦が挙げられる。刻印に「深谷」

とあることから、瓦の生産地として著名な深谷市近郊の瓦窯で生産されたものと考えられる。
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1 .城山遺跡第 76地点出土の貝類遺体群

1.城山遺跡第 76地点出土の員類遺体群

阿部常樹(閣撃院大聖研究開発推進機構)

1.はじめに

本調査地点の 2区 30Pより貝類遺体群が出土した。本節では本資料群について報告を行う O

2. 分析方法

2-1.計数方法

二枚貝類は、殻頂部分の残存 しているものを

計数対象とする。それらを左殻と右殻に分類し

てからそれぞれ計数し、そのうち多いほうを最

小イ固体数とする。

2-2. 二枚貝類の計測方法

二枚員類は以下の方法で計測を行う O 本報止

では、殻長と外靭帯溝長を計測対象とする O 殻

の前後(横軸)で最も長い箇所を基準軸とした

上で、計調IJ部位を以下のように定義する O

殻長:殻の前後(横軸)で最 も長いところの

I幅(基準軸上の殻の幅)0つまり、“最大長"である o ~ 

外靭帯溝長:外靭帯溝は、後背縁において殻

頂部からその中ほどにかけての靭帯の付者 して

いる溝を指す。外靭帯溝長はその部分の長さとす

るO

殻長 一隼h

副
司

ハマグリ・左殻

第 25図 二枚貝類計測凡例

3. 分析の結果

同定の結果、ハマグリ(Mθ'retrIx}usorIa)が最小で 4個体 (MNI:友殻 4個体、右殻 1例体)が含ま

れていた。本種以外の分類群は含まれていなかった。

本資料群は破損が激しく殻長の計調IJは不可能であるが、外靭帯溝長の計測が可能なものが 1点認め

られた。(図版 9-2)計測の結果 15.1mmで、あり、報告者がかつて江戸遺跡などで用いた推定式で外靭

帯溝長から殻長を推定した結果、 50mm""-'55mmで、あった。なお、他の資料もほぼ同じサイズであった。

本貝類遺体群の貝種が限られることやハマグリのサイズが殻長 50mm以上の大型であるなどの傾向は、

報告者の管見の限りでは、関東地方の古代集落跡や中世城跡などで一般的なものである O

[ヨ|用文献]
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京大学t~l~賊文化財調査宰
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II. 城山遺跡第 76地点から出土した炭化種実

佐々木由香・パンダリスダルシャン(ノミレオ・ラボ〉

1.はじめに

志木市柏町に位置する城山遺跡は、柳瀬川右岸の台地上に立地する、古墳時代前期や平安時代そ主体

とした集落跡である。ここでは、第 76地点、の古墳時代前期と中世の遺構から同収された炭化種実の|可

定を行い、 当時の利用植物について検討した。なお、一部の試料と同じ遺構から出土した炭化材の樹種

同定も行われている(炭化材樹種同定の項参照)。

2. 試料と方法

試料は、第 76地点の 1区 286号住居跡の北東隅付近の床面直上と 2区 953号土坑の 3層、 2区

37号ピットの 1層という、 3基の遺構覆土から回収された炭化種実である O 遺構の時期は、 286号住

居跡が古墳時代前期、 953号土坑と 37号ピットが中位である。

土壌の水洗は、埋蔵文化財発掘調査支援協同組合によって行われた。水洗は、最小 1.0mm目の簡を

用いて行った。抽出・同定・計数は、肉眼および実体顕微鏡 Fで、行った。試料は、志木市教育委員会に

保管されている O

3. 結果

同定した結果、 革本植物のハギ、属炭化種子

とダイズ属炭化種子、イネ炭化種子の 3分類

群が見いだされた(第 18表〉。また、科以下 分類群

の同定ができなかった不明炭化種実を AとB

にタイプ分けした。この他に、科以下の同定

に必要な識別点を欠く同定不能炭化種実が見

いだされた。

ノ¥ギ属

ダイズ属

イネ

不明 A

不明 B

同定不能

地区 1 [5<. 2区

遺構番号 286H 953D 37P 
層位床直 3層 l層

部位炭 焼土

炭化種子

炭化種子

炭化穂子

炭化種実

炭化種実

炭化種実

ー
』
ム

一
円

/
]

)

)
-

1

i

1
こ

(

(
-

1
i
 

(2) 

( )は破片を示す。
以下に、産出した炭化種実について遺構別

に記載する(不明と同定不能炭化種実は除く)。 第 18表 城山遺跡第 76地点から出土した炭化種実

1区 286号住居跡:同定可能な種実は得ら

れなかった。

2区 953号土坑:ノ¥ギ、属炭化種子とダイズ属炭化種子、イネ炭化種子がわずかに得られた。

2区 37号ピッ ト:同定可能な種実は得られなかった。

(1)ハギ属 Lespedezasp. 炭化種子マメ科

上面観・側面観ともに楕円形。上端寄りに円形の小さい臓がある。表面は平滑。長さ 1.6mm、幅 1.0mm。

(2) ダイズ属 Clyanθsp. 炭化種子 マメ科

破片で変形が著しいが、本来の上面観は楕円形、側面観は長楕円形か。へそは側面のほぼ、中央にあり、

長楕円形で全長の 1/3未満。小畑ほか (2007)に示されたダイズ属の特徴である、へその中央の縦溝
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とその周囲の隆線がある 。 残存長 5.2mm、残存幅 3.4mm、 厚さ 3.5mm。 小畑 (2008) にノT~された現

生種と大きさを比較すると、出土した炭化種子の元の大きさは栽培種の範鴎である。

(3)イネ αyzasa tj va L.炭化種子 イネ科

上面観が両凸レンズ形、側面観は楕円形。一端に腔が脱落した凹みがあり、両面に縦方向の 2本の

浅い溝がある O 長さ 3.6mm、I幅2.2mm。

(4)不明 A Unknown A 炭化種実

上面観は円形、側面観は楕円形。縦方向に溝がある O 長さ2.1mm、幅 1.3mm。

(5)不明 B Unknown B 炭化種実

上面観・側面観ともに方形に近い楕円形。上端寄りに円形の小さい臓がある。表面は組い。長さ1.9mm、

幅1.4mm。

4. 考察

第 76地点の遺構から得られた炭化種実を検討したところ、古墳時代前期の l区286号住居跡と中

世の 2区 37号ピットからは同定可能な種実は得られなかった。

中世の 2区 953号土坑の 3層からは栽培植物のイネと、大きさから栽培種のダイズと考えられるダ

イズ属、野生種のハギ、属がわず、かに得られた。この土坑からは輸入銭貨が共伴して出土しており、 墓の

可能性が考えられている。また、 3層には焼土が含まれており、 炭化材が伴っていた。焼土混入の背景

については検討を要するが、遺構が墓であるならば葬送に伴って種実が燃やされた可能性も考えられる。

城山遺跡では、これまでに複数地点で炭化種実の同定が行われている。例えば、第 42地点、の古墳時

代後期の住居跡ではイネとマメ科が得られている(藤根ほか 2005)。また、第 59地点の 167号住

居跡 (7世紀中葉)の覆土からはコムギとイネのほか、アワやブドウ属、ニワトコなど、同地点の 170

号住居跡 (9i世紀後半)からはモモ、第 62①地点の 238号住居跡 (6世紀後葉)からはモモとスモモ、

第 62⑦地点の 236号住居跡 (7世紀中葉)からはモモが得られている(佐々木・パンダリ 2011)。

さらに、第 62⑬地点の 275号住居跡 (7世紀)から出土した土器内からはコムギ、第 62地点の古墳

時代中・後期の竪穴住居跡からは、モモとスモモ、イネ、アワとコムギ、オオムギ、シソ属などが得ら

れている(佐々木・パンダリ 2012)。

これまでの検討例をみると、今回種実が得られた遺構の時期は中世で新しいが、ダイズ属は初めて見

いだされた。今回の同定の結果により、新たに中世の利用種実が判明した。

[引用文献]

藤根 久 ・鈴木茂・新山雅弘・柏岡弥生 2005 I土坑内士墳の微細物分析・ 炭化物同定J~城山遺跡第 42 地点 埋蔵文化財

発掘調査報告書j223-230p 志木r/i遺跡調査会調査報告第 10集 埼玉県

志木市遺跡調査会

佐々木由香 ・パンダリスダルシャン 2011 I城山遺跡から出土した炭化種実JU志木市遺跡群 19j65-68p 志木市の文化財

第 45集 埼玉県志木市教育委員会

佐々木由香 ・パンダリスダルシャ ン 2012 I城山辿跡第 62地点から卜H土した炭化穂実JW城山遺跡第 62地点埋蔵文化財発掘

調査報告書l181-185p 志木市の文化財第 48集 埼玉県志木市教育委員会
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皿.城山遺跡第 76地点出土炭化材の樹種同定

小林克也(パレオ・ラボ)

l.はじめに

武蔵野台地北東端部の柳瀬川右岸の台地上に立地する城山遺跡は、縄文時代から中・近世までの複合

遺跡である。第 76地点、では樫穴住居跡や土坑などが検出され、遺構から出土した炭化材について、樹

種同定を行った。

2. 試料と方法

試料は、 古墳時代前期の竪穴住居跡である l区 286号住居跡から l袋、中世の土坑である 2区 953

1土坑から 3試料と 955号土坑から 8試料の 12試料である。286号住居跡の試料は 1袋内に多数の

炭化材が確認できたため実体顕微鏡で観察した所、 2種類の樹種が確認できた。したがって、 286号住

居跡の試料については、各樹種で最も大きな炭化材 l点について同定を行った。同定した試料は合言卜

で 13点である。各樹種について、同定前に残存半径と残存年輪数の計測を行った。残存半径は試料内

で残存する半径を直接計測し、残存年輪数は残存半径内の年輪数を数えた。

炭化材の樹種同定は、まず試料を乾燥させ、材の横断面(木口)、接線断面(板目)、放射断面(柾目)

について、カミソリと手で割断面を作製し、整形してカーボンテーフで試料台に固定した。その後、イ

オンスパッタにて金蒸着を施し、走査型電子顕微鏡(日本電子 (株)製 JSM-5900LV)にて検鏡およ

び写真撮影を行った。

3. 結果

同定の結果、針葉樹ではモミ属 l分類群、 広 時期 古墳時代前期 中世

葉樹ではクリとコナラ属クヌギ節(以下クヌギ 樹種 出土遺構 286H 953D 955D 合計

節と呼ぶ)、サクラ属、シラキの 4分類群、単

子葉ではイネ科 l分類群の、計 6分類群が産

モミ属

クリ

コナラ属クヌギ節 6 

1

6

2

1

-2
 

出した。クヌギ節が 6点で霞も多く、サクラ サクラ属

属とイネ科が各 2点、モミ属とクリ、シラキ

が各 l点であった。年輪数の計測結果は、残

シラキ

イネ科

合計 2 3 

1
i
』

円

H
U

13 

存半径 2.7cm内に 6年輪がみられた試料 NO.13

第 19 表 城山遺跡第~76地点出土炭化材の樹種同定結果
のクヌギ節のようにやや年輪幅の広い試料もみ

られたが、多く は残存半径 1.5cm内に 9年輪が

みられた試料 NO.10のクヌギ節のような比較的年輪幅の詰まった試料が多かった。同定結果を第 19表

に、 一覧を第 20表に示す。

次に、同定された材の特徴を記載し、図版に走査型電子顕微鏡写真を示す。

(1)モミ属 AbIes マツ科図版 10 1a-1c (No.2) 

仮道管と放射組織で構成される針葉樹である。晩材部は厚 く、 早材から晩材への移行は緩やかだが、

バ斗
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川 城山遺跡第 76地点出土炭化材の樹種同定

試料では 2年輸をまたぐ材が得られなかった。放射組織は単列で、 高さ2~ 10列となる。分野瞳孔は

小型のスギ、型で、 l 分野に 2~4 個みられる 。 放射組織の末端壁は、数珠状Lこ肥厚する。

モミ属には高標高域に分布するシラビソ、オオシラビソ、ウラジロモミ、低標高域に分布するモミな

どがあり、いずれも常緑高木である。材はやや軽軟で、切削その他の加工は容易、害iJ裂性も大きい。

(2) クリ Castanea crena臼 Siebold.et Zucc. ブナ科 図片反 10 2a-2c (No.4) 

年輪のはじめに大型の道管が 1~3 列並び、晩材部では径を徐々に減じた道管が火炎状に配列する

環孔材である O 軸方向柔組織はし1びつな線状となる。道管は単穿孔を有する。放射組織は単列で、向性

である O

クリは北海道の石狩、日高以南の温帯から暖帯にかけての山林に分布する落葉中高木の広葉樹である。

材は重硬で耐朽性が高い。

(3) コナラ属クヌギ節。uercussect. Aθ'[f1Jops ブナ科 図版 10 3a-3c (No.10) 

年輪のはじめに大型の道管が 1 ~ 2 列並び、晩材部では急に径を減じた厚壁で丸い道管が、放射方

向に配列する環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管は単穿孔を有する。放射組織は

向性で、単列のものと広放射組織がみられる。

コナラ属クヌギ節にはクヌギとアベマキがあり、温帯から暖帯にかけて分布する落葉高木の広葉樹で

ある。材は重硬で、切削などの加工はやや困難である。

(4)サクラ属(広義) Prunus s.l ノミラ科 図版 10 4a-4c (No.7) 

小型の道管が、単独ないし 2 ~ 4 個斜め方向に複合し、密に散在する散孔材である 。 道管は単穿孔

を有し、内壁にはらせん肥厚が確認できる。 放射組織は上下端 l 夢IJが直立する異性で、 1~4 列となる 。

広義のサクラ属には、モモ属、スモモ属、アンズ属、サクラ属、ウワミズザクラ属、パクチノキ属がある。

樹種同定ではモモ属、パクチノキ属以外は他のサクラ属と識別できないため、広義のサクラ属とした

(5)シラキ八必osh丘百kj旨ノ司ponica(Siebold et ZUCc.) Esser トウダイグサ科 図版 10 5a-5c (No.5) 

中型の道管が単独ないし 2 ~ 3 個放射方向に複合し、やや疎らに散在する散孔材である O 軸ノン向柔

組織は短接線状となる。道管は単穿孔を有する O 放射組織は平伏、立方、直立細胞が混在する異性で、

単列となる。

シラキは岩手県、山形県以南の本州、四園、九州などの温帯下部から暖帯の、 円当たりのよい山腹な

どに多く分布する落葉小高木の広葉樹である。材はやや重硬であるが、切削加工等は困難でない。

(6)イネ科 Gramineae 図版 10 6a (No.l) 

向軸側の原生木部、その左右の 2個の後生木部、背軸側の飾部の三つで構成される維符束が散在す

るf:i3.子葉植物の秤である O 維管束の配列は不整中心柱となる o fr!管束鞘の細胞は比較的薄い。

イネ科はタケ亜科やキビ亜科など、 7亜科がみられる単子葉植物であるが、対照標本が少なく同定に

至っていなし10

4. 考察

古墳時代前期の竪穴住居跡である 1区 286号住居跡の炭化材は、住居跡の北東隅付近の床面直上で、

951号土坑に切られる形で検出された。 出出した樹種はモミ属とイネ科で、試料の袋内ではイネ科が

多く みられた。用途については建築材であると考えられている。モミ属は木理通直で素直な材であり、

加工性も良くて建築材に向いた樹種である(伊東ほか 2011 )。イネ科は中空で直径 4mmであった。イ

-55ー
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ネ科は、建築材であったとすると竪穴住居跡の屋根材や住居内の敷物や壁材などの可能性が考えられる O

城山遺跡では、これまでにも第 59 地点と第 62 ⑬地点で 5 世紀末~9 世紀後葉の住居跡 6 軒から出

土した炭化材の樹種同定が行われている。その結果、いずれの住居跡でもクヌギ節とコナラ節が多く産

出し、その他にはオニグルミとクヌギ節がわずかにみられた(小林 2011)。今回の 286号住居跡の

樹種同定でクヌギ節がみられなかったのは、同じ時期の住居跡建築材でも、異なる部位に用いられた建

築材であったためかもしれない。

中世の士坑である 2区 953号土坑の炭化材は、輸入銭貨と共伴して検出されており、 墓であった可

能性が考えられている。材の用途としては、 遺体を茶毘に付した際の燃料材の残溢の可能性が考えられ

る。産出した樹種はクリとサクラ属、シラキが各 l点で、いずれも薪炭材として普通に用いられる樹

種である(平井 1996)。

同じく中世の士坑である 2区 955号土坑では、クヌギ節が 6点、サクラ属とイネ科が各 1点産出した。

イネ科は中空であったが、微破片で直径の確認は行えなかった。士坑内では部分的に被熱を受けた箇

所が確認できるため、遺構内で木材を燃焼した可能性があり、試料は燃料材であった可能性がある。産

出したクヌギ節とサクラ属は薪炭材として一般的で、特にクヌギ節は長時間燃焼し続けるという材質を

t寺っている。イネ科は着火材として利用された可能性がある。

953号土坑と 955号土坑の炭化材は、共に燃料材と考えられたが、構成樹種は異なっていた。これは、

両土坑の機能が異なっていたためかもしれず、注意が必要である。

[引用文献]

半井信 1996 木の大百科解説編-~ 642p 朝介書肘

伊東隆夫 ・佐野雄三 ・安部 久・内海泰弘・山口手[嶋 2011 If 日本有用樹木誌~ 238p 青海社

小林克也 2011 I城山遺跡から出土した炭化材の樹種同定JW志木市遺跡群 19~ 71-74p 志木市の文化財第 45集 埼玉県志

木市教育委員会

l試料 出土 サンプル
種類 樹種

残存半径 残存
備考 時期

No. 遺構 名 (cm) 年輪数

イネ科 l試料内から産出
古墳時代

ト一一一一一ー 286H 灰'-'--' 建築材 同一樹種が多数確認さ
前期2 モミ属 0.3 れる

3 炭 l サクラ属 1.1 8 
ト一一一一一ー

4 953D 炭 2 燃料材 クリ l.2 4 
ト一一一一一一一

5 炭 3 シラキ 1.1 8 

6 炭 l コナラ属クヌギ節 1.1 9 
ト一一一一一

7 炭 2 サクラ属 1.0 9 
ドーーーーーーー

8 炭 3 コナラ属クヌギ節 0.7 6 中世
ト一一一一一

9 炭 4 コナラ属クヌギ節 1.3 4 
同一一一一一 955D 燃料材
10 炭 5 コナラ属クヌギ節 1.5 9 

同一一一一一

11 炭 6 コナラ属クヌギ節 0.7 3 
'-・E・-ーーー聞

12 炭 7 コナラ属クヌギ節 2.7 6 
一
13 炭 8 イネ科

第 20表 城山遺跡第 76地点出土炭化材の樹種同定結果一覧
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1 .表土剥ぎ風景 c1区)

3.作業風景c1区)

5. 第三小学校生徒現場見学風景
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6. 956号土坑
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1. 12号炉穴

3. 7号住居跡

5. 286号住居跡炭化材・焼土出土状態

7. 69号ピット

2. 13号炉穴

4. 286号住居跡

6. 69号ピット遺物出土状態

8. 287号住居跡遺物出土状態



1. 287号住居跡遺物出土状態

3. 287号住居跡紡錘車出土状態

5. 287号住居跡

図
版
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2. 287号住居跡遺物出土状態

アミ白園里
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1. 7号掘立柱建築遺構 04P)土層断面

3. 8号掘立柱建築遺構 06P)土層断面
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• 
5. 8号掘立柱建築遺構 (37P)土層断面

7. 951号土坑

4. 8号掘立柱建築遺構 06P) 

6. 950号土坑

8. 952号土坑



1. 953号士坑士層断面

3. 954号土坑

5. 955号士坑

7. 調査区全景 cl区)
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2. 953号士坑

4. 955号士坑炭化材・焼士検出状態

6. 30号ピット貝出土状態

8. 調査区全景 (2区)
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1. 7号住居跡出土遺物

2 

2. 286号住居跡出土遺物

3. 69号ピット出土遺物
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7 

3 



2. 288号住居跡出土遺物

2 

4. 950号土坑出土遺物

1. 287号住居跡出土遺物
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3. 7号掘立柱建築遺構出土遺物

5. 951号土坑出土遺物 6. 1号ピット出土遺物



図
版

8

11 

17 

1. 953号土坑出土遺物
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2.遺構外出土遺物(縄文時代)
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1 .遺構外出土遺物(古墳時代以降)
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2. 出土した貝類 (30P) 

.. τ為r丈 可... 

F三治泌..可
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スケール 1，2a-b，3-5: 1 mm，2cは任意

1ハギ、属種子 (2区953D)、2ダイズ属炭化種子 (2区953D)、3イネ炭化種子 (2区953D)、

4.不明 A炭化種実 (2区 953D)、5不明 B炭化種実 (2区 953D)

3. 城山遺跡第 76地点、から出土した炭化種実



図
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1a-1 cモミ属 (No.2)、2a-2cクリ (No.4)、 3a-3cコナラ属クヌギ節 (No.10)、4a-4c.サクラ属 (No.7)、

5a-5c.シラキ (No.5)、6a.イネ科 (No.l) 

a:横断面、 b接線断面、 c:放射断面

城山遺跡第 76地点出土炭化材の走査型電子顕微鏡写R
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所収遺跡名 所在地
調査期間 発掘調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 (0 I 11 ) (0 I 11 ) 

城しろや山ま遺跡
忠し木さ市し力柏、Lわち町ょう

35
0 

1390 20120426 災害用
09 

49' 34' 55.0 m トイレ3丁目 2609-1・ 11228 ~ 
(第 76地点)

2610の一部
003 

58" 11" 20120524 エロ又ハ:TI且R 

所収遺跡名 種目iJ 主な時代 主 な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代 土坑 l基 土器・石器

炉穴 3基

弥生時代後期 住居跡 2軒 土器・土製品

~古墳時代前期 ピット 3本

城山遺跡
古墳時代後期 住居跡 2軒 七師器・須恵器・土製品

集落・城館跡 ピット 8本
(第 76地点)

奈良 ・平安時代 掘立柱建築遺構 l棟 須恵器

ピッ ト l本

中世以降 掘立柱建築遺構 l棟 妬器・ 青磁・土師質土器 ・953Dは墓坑

土坑 6基 土製品・銭貨 の可能性

ピット 50本

要 約

城山遺跡は、旧石器時代~近出・近代にかけての複合遺跡である。今回発掘調査を実施した第 76地点では、

調査面積は狭小で、あったが、縄文時代から近世・近代の遺構 ・遺物が検出された。

縄文時代の遺構では、 土坑・早期の所産と思われる炉穴が検出された。遺物については、 遺構外より早期か

ら晩期にかけての十器片が出土した。

弥生時代後期から古墳時代前期の遺構では、住居跡・ピットが検出されているO 本遺跡、では、弥生時代後期

から古墳時代初頭の住居跡の検出数は少ないため、 7Yは貴重な事例として挙げられる。

古約時代後期では住居跡・ピットが検出されており、住居跡の時期は、出土土器の特徴か ら 6 世紀中葉~7

世紀中葉に位置付けられる。特に 7世紀中葉に比定される 287Hでは、 完形に近い状態まで復元できる杯・ 致

形土器が、入口施設付近より出土している。

奈良 ・平安時代では、堀立柱建築遺構・ 土坑・ピットが検出された。堀立柱建築遺構は、 南北棟の 2間分を

確認しており、調査区外に展開する。

l 中 山 では間建築遺構土坑…検出…。向 山 銭 制 点 出 町 い る

ことから、 墓坑の可能性が高い。
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